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前 文

● ○ ● ● ●

戦後，アメリカから華々しい装いを凝らして導入された視聴覚教育は，新しい教育の最先端を

行くものとして，朝野の期待をになって教育界に登場した。そして，美術教育における視聴覚教

材としてほ，複製画，スライド，映画等が，学校教育の場にクローズアップされた。現場の美術

教師ほ争って，それらの研究会，講演会，講習会に出席し，新しい指導法，新しい教材の知識を

自己の職場に持ち帰った。柔術の教師のみならず，他教科の教師も視聴覚教育の魅力にとりつか

れていたので，視聴覚教材に対する要求ほ期せずして教師団の一致する意見として，学校当局を

動かした。かくて，この期間に，日本のすべての小・中・高の学校及び大学は，苦しい予算の中

からスライド用プロジェクターを中心とした視聴覚機材を購入した。今や，全国，どんな辟地へ

行っても，スライド用プロジェクターやテープレコーダー等を持っていない学校はないし，又，

小型の映写機を持っていない学校もないはずである。

視聴覚教育の第山の嵐が過ぎると，各学校でほ，これを実際に応用すべく，教材の授業面への

適応を考えほじめるようになるが，この期問にまづ，複製画が脱落していった。当時の色彩印刷

技術の稚拙さと，小型画面を生徒がきらった点と，やはり，機動力を伴わない教材に今日的意義

を見いださなかった教師によって，捨て去られていったと思う。しかし，機動力はあっても，映

画は，又複製画と運命を共にしていった。その理由ほ，例えば名画鑑賞で，一つの作品を同じ角

度から長く見る場合，映画の動きは必要がないし，それより何より，カラーフィルムの高価な点

と，フィルムの種類のすくなさが陸路となって，先細りの状態に落ち込んでいった。映画にほ無

限の可能性が含まれているが，日本の美術教育にとってほ，未だ時期尚早の感をまぬがれなかっ

た。又，市販の教育映画の中に立派な作品が多く造られ，これを借用していれば事足涼lりとする

安易さの面も見逃せない。

そして，最後に残ったプロジェクターによるスライド映写が，前記二者を併呑して，美術鑑賞

教育の主流におさまったのである。いわゆるスライドによる映写の利点ほ，プロジェクターと暗

幕及びスクリーンのある部屋があれば，手がるに映写できる点，画面の大きさが自由にできる

点，暗い静かな部屋で生徒の気持を集中させて授業ができる点，一画面を比較的長い時刻にわた

って鑑賞できる点，又，購入するにしろ，教師が撮影したものにしろ，スライド用フィルムが安

価である点，操作が簡単である点等々があげられる。ほじめ，市販の美術スライドの映写によっ

てほじめられた鑑賞教育も，市販教材の不完全さに気付いた教師ほ，接写装置を購入して，みづ

から接写したフィルムによって鑑賞教育をはじめた。しかし，最近に至って，市販教材の充実に

ともなって，美しい画面，解像力の深い画面が得られるようになり，又，専門家による解説も含

まれているので，いそがしい教師にとってほ申し分のない鑑賞教材として，大部分の美術教師の

用いる所となった。そのほか，最近に至って，OHP，VTR，TV投影装置等による鑑賞教育も

あるが，何分にも機材が高価で，しかも，作業上に難点もあり，実際面の利用，応用に取入れて

いる学校ほ，全国的にも僅かであり，当分，スライド投影による鑑賞教育の王座はくづれそうに
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ない。戦後から今日に至るまでの美術鑑賞教育の推移ほ，大体以上の通りであるが，其の鑑賞教

育ほ如何にあるべきかの問題が究明されないままに，このような教育形態が続く事に疑問を持つ

のほ私ばかりではあるまい。又，真の鑑賞教育が如何にあるべきかを究明する事は勿論である

が，それにも増して，「鑑賞教育とは何か」の問題解決が，その前提にならねばなるまし、。

本レポートほ，第一章，第二章に分れており，第一章においては，美術鑑賞教育の問題′如こつ

いて一節から九節の項に分けて，内容及問題点をのべ，第二章では，第一章の内容。問題点を

ふまえつつ製作した，「西洋の美術」及「日本の美術」のスライドシリーズ中より一作づつを

発表してある。美術鑑賞教育にたづさぁる諸先生方の御批判御叱正を，ここに賜わりたいと思

う。

第一善 美術鑑賞教育の問題点

美術鑑賞教育を，鑑賞という一つだけの視点でとらえる位危険なことほない。応々にして一つ

の事象は，他の事象との連関のもとに考えない限り，その事象を解く鍵ほ見つからない。殊に，

鑑賞教育においては，種々の文化的事象，及び，心理的事象の助けなしに，その根元を求める事

ほ不可能である。又，鑑賞教育の精華を見極める場合でも，ペーパーテストに現われにくい人間

心理の深層にかかわる問題であるから，教師ほ，鑑賞教育の成り立ちについての，深い知識と理

解がなければならない。

以上の事から，この一章でのべる点ほ，柔術鑑賞教育の中に含まれている諸問題点を，明らか

にする事である。これら諸問題点を，ここに名付ければ，次の1～9の節に分類する事ができる。

1節 鑑賞教育の歴史

2節 鑑賞教育の範囲（意義。対象）

3節 鑑賞教育の視点と関連学問

4節 鑑賞教育の場（その機会と教材）

5節 鑑賞教育の選択の基準

6節 鑑賞教育と心理

7節 鑑賞教育と創造

8節 鑑賞教育と認識

9節 鑑賞教育と批評精神及批評能力の評価

以上，これら1～9節の順序ほ暫定的なものであり，1節からほじまって9節で終るのではな

く，9節からほじまって1節に至ってもよい。又，一節，一節が全く別種のものと考えるのでは

なく，我々の前にそれらが展開する場合，相互に入り交ってでてくるのほ必定であると考えるべ

きだ。

上記の点を考慮に入れつつ，・第1節から順次に述べて行こう。

第一節 鑑賞教育の歴史

鑑賞教育についての歴史をのべる前に，日本の芙術教育を簡単にのべる必要があるし，又，日
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木の葉術教育が手本にしたヨーPッ／くの美術教育についても，ごく大ざっばにのべねばなるま

い。

美術教育が学校数育として組織的に取り入メlられたのほ，19世紀なかば，イギリス産業革命の

時代である0家内工業から機械工業に移り変るを午つ車，手づくりの工芸品の命脈が尽きるのを防

く小意味で，小学校にデザイン教育を置いたのがそのはじまりであった。しかし，当時の美術教育

のタイプは，デザインのある種の型や，絵画の一つの典型を，徹底的に修得する方法をとったの

で，今日の芙術数育とほかなり異なるものであった。

このように展開されていった芙術数育も，ヨーロッパ各国に普及するにしたがい，次の段階と

して，知的教育としての芙術に傾いて行った。即ち，「物を正確に見，精密に観察して理解する」

所に重点がおかれ，その方法として，「糞術ほ知識を注入する事でほなく，子供の直接経験に始

まるべきで，直観に訴えて，ほじめて知識の其の理解に到達する」事が考えられた。つまり，「知

識修得の一手段で視覚の陶冶としての価値を有する」点に重点がおかれた。次に，北欧を中心と

した手工芸教育の風潮がヨ【ロッパ全土に流れるのであるが，これほ，スウェーデンの0・サロ

モソが北欧の手工芸を教育的見地から検討したもので，木工等を中心として，フレーベルの思想

にはじまる手技を重視した方式であった。この北欧の理念ほ，職業教育，勤労主義の考えにかな

ったもので，後，次掛こ造形的，芙的な傾行を持つようになった。造形教育の骨格を形づくる役

目を果す20世紀になると，「自然の方法で子供の才能をのばす事が最良」という考えが起り，子

供の表現ほ大人の表現とは全く別の次元で，独特なものであるとの考えから，オーストリアの

F。チゼックは，彼の方法による芙術教育をあみ出した。彼ほ描き方を教えずに，ただ，子供の

創造の意欲を高める刺観を与える事による教育をほじめた。この方法によって，蔽刺とした素略

しい多くの作品を生んだ。今までの大人が与えた所の美術から，次第に子供でなければできない

jヨ発的児童美術を生むに至るような気運が，醸成されていったといって過言ではない。

次に，ドイツのバウハウスの運動をのべねばなるまい。W。グロピウスによって設立されたバ

ウハウスの運動を一言でいうならば，「物それ自体の機能を十分に発揮したものこそ美である」

との考えであり，20世紀の機械工業と芸術とを強力に結びつけて，新しい造形の世界を切り開い

た。この考えを実際に移すため，造形の基礎教育が必要であると考え，その基礎教育は二つの仕

事に分けられた。一つほ，手による工作で，あらゆる材料と道具を用いる基礎練習であり，もう

一つほ，あらゆる造形原理の研究に当てた。この様に，造形の要素を抽出分析し，綜合し，その

基礎的研究を追求する方法ほ，主にアメリカ。イギリスに強い影響を与えた。

20世紀後半では，イギリスのH・リードの「芸術を通しての人間教育」こそ，この時期の普遍

約な美術教育といえる。彼の著書「芸術を通しての教育」の中にある，「調和的な人間の完成の

ためには，芸術による教育より以外になり」の言葉こそ，今日における美術教育の最も正統的な

姿を示すものといえよう。日本の美術教育の歴史ほ，ヨーロッパの美術教育の雛形であるから，

より簡略にのべて見よう。明治時代に入って，柔術教育以前の形として，画家による函塾が各所

身こ開かれるが，これらほ大部分西洋画を中心としたもので，この形態の中から，その後の美術教
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育の原形が浮び上ってくるようだ。明治5年（1872年）に発布された学制の「小学教則」「中学

教則」中にある罫画・商学・図学などが，今日の美術。工芸教育の先駆と見られるものである。

その後，次々と出される官制学校制度によって，美術教育ほ次第に充実展開して行くが，それら

の内容の主なるものは，いわゆる臨画（手本の模写）であって，実利的な面に密接につながって

いる点を見ても，初期ヨーロッパの美術教育と板を一にしている事が分る。明治も終りに近づく

と，形に対する色彩教育が盛んになり，その頃から，児童中心主義の思想が美術教育の中心的課

題になっていった。
かなえ

大正期に入ると，山本鼎などを中心とする芙術教育家は，自由画教育を提唱し，臨画教育に対

する反対運動を開始するが，これらの運動は，F・チゼックの考え方とほぼ同じであり，ここに

も，ヨーロッパ美術教育の片餅を見ることができる。このようにして大正期ほ自由画教育の全盛

を見るのであるが，この考え方は昭和期に受けつがれ，これに加えて色彩教育が再び盛んになる

ようになった。

しかし，第二次大戦中ほ，軍国主義の余波を受け，進歩的なヨーロッパ・アメリカにおける美

術教育は全く無視され，型にはまった美術教科書を中心とする反動期をむかえた。戦後になる

と，今まで鬱積したヨーロッパ・アメリカの美術教育が怒涛の如く押し寄せてくると共に，一種

の混乱状態をきたすが，大きな潮流として，二つの流れを見る事ができる。それほ，バウハウス

を中心とする「機能主義と結びついた美術教育」と，H・リードのとなえる「人間教育を中心と

した美術教育」であって，ここにも，ヨーロッパ美術教育の影を見ることができる。

以上が日本の美術教育の推移であるが，次に本稿のテーマである鑑賞教育の歴史に移ろう。作

品の鑑賞は東西古今，人々の問で普遍的に行なわれて釆た。或時代においてほ宗教的意味を知る

手段として，又，或時代では，その象徴的意味を知る手段として，又，或時代にほ，視覚的真実

を知る手段として。しかし，教育の中に鑑賞がはっきりと位置づけられたのほ，ごく最近の事で

ある。その初期時代，実利的手段の為に発展した美術教育の中では，これは当然の事かも知れな

い。もっとも臨画を強いられた時代にあってほ，いわゆる名画の模写を行なったのであるから，

措く手段として，その名画を眺めねばならないし，当然，その名画を鑑賞したにちがいない。し

かし，この行為ほ純然たる鑑賞でほなく，名画に含まれた構図的なもの，形態的なもの，色彩的

なもの，技術的なもの等への興味が主で，我々が今日考える鑑賞教育とほ全く意味合いの異なる

ものといえよう。勿論ヨ～ロッパの美術教育などの中で，美術館を見学して実物の美術品を鑑賞

するような教育は以前からあったわけだが，これほ，一部の限られた生徒のみに当てほまるもの

で，一般的糞術教育でほ困難をともなうのを羊当然である。やはり，スライド・映画等の教育への

導入が契機となって，今日あるような鑑賞教育が展開された事を考える時，その歴史が，欧米も

日本も，つい最近開始されたばかりである事が良く理解できると思う。しかし，鑑賞は何も名

画・名作に限った事ではなく，日用品・民芸品，もっと広く考えて，いわゆる自然物も含めて考

えるのが，今日の常識であるから，この点では以前でもできたほずである。嘗ての美術教育の中

に，これらが鑑賞の対象として現われた事がほとんど無かった事を考える時，やはり，スライド．
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映画等の鑑賞を基点として，日用品・民芸品等の鑑賞も行なわれるようになったと見るべきであ

ろう。

結論的にいうならば，本来の意味の鑑賞教育ほ今日はじまった所であり，その意義も，方法論

等も，これから我々が考えて行かねばならない事になるわけである。

第二節 鑑寛教育の範囲（意義。対象）

鑑賞教育が新しい教育形態であるという事は前節でのべた通りであるが，その為か方法論にお

いても，つい最近までは鑑賞といえば，名画・名作を見る事に限られていた。しかし，今日鑑賞

教育といえば，その対象を見るばかりでほなく，或いは，見て楽しんだり，不満に思ったりする

だけでなく，その対象のすくやれている点，又，すく小れていない点等を識別したり，その上批判し

たりする所迄を指す事であり，その対象に対する考え方は，非常に拡大されて来たわけである。

又，今迄は，その対象といえども「芸術作品」と「自然」に限られたものだけであったが，今

日の美術の指導要領，教科書等を見るまでもなく，自然についても，ミクロ的自然，マクロ的自

然を含めた広大な自然であり，「芸術作品」についても，民芸品，日用品はもとより，生徒の作

品，幼児により無意識に措かれた作品迄も，その対象に入れるようになった。この点のみを考え

ても，今日，私達が安易に「鑑賞」とのべている言葉の内容に対して，もっと深く考察せねばなら

ない時点に釆ているのである。そしてあくまでも，鑑賞は観照ではなく，つまり，Contemplation

（注視・凝視・静観）ではなく，即ち，Appreciation（評価・認識・判断）でなければならない事

ほ明らかであって，単に受動的に対象に対して，或る感じを受けるだけでなく，積極的に深くそ

のものを認識し，正しい評価を与え，そして良否を判断する所迄をすべて鑑賞教育の範疇と考え

ねばならないのである。

鑑賞教育の対象として，「自然」と「作品」を前記したが，今後の鑑賞教育を考えるに当って，

これらのみに限定する事が，今後も不変かといえば，やはり否と答えざるを得ない。例えば，あ

る種の量，ある種の質，ある種の空間等，又，構想力の前提になる抽象的，象徴的事物等も，こ

れ又，鑑賞の対象と考えねばならないと思う。もっと広く考えれば，生徒をとりまくイメージ全

般にまで，これらが及ぶ事も考えねばなるまい。しかし，これらの問題については，学校教育の

範囲であるかどうかの疑問もあると思うし，この際ほ，ただ，ここに指摘するだけに止めておき

たい。

第三節 鑑賞教育の視点と関連学問
● ● ● ● ●

現在の美術鑑賞教育においては，何を見せるかという事に心を奪われて，如何に見せるかとい
● ● ●

う点についての考えが希薄ではないだろうか。又，逆に，如何に見せるかに重点が置かれ過ぎ

て，教師の解説が多すぎ，せっかく生徒が意欲的に作品に接しようとするのに対し，その想像力・

思考力を抑圧し，作品との対話を妨げている点に留意すべきである。前者は，鑑賞とは作品を直

観すれば，それで事足れりとする考え方で，これでは，教師は鑑賞作品をさがして来て生徒に与

えればそれで終了という事であり，非常に無責任な態度と云わねばならない。又，後者の場合で

ほ，生徒に対して，或種の見方の尺度を強要し，それ以外の創造的な見方を拒否する教授法であ
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り，これ又，大変あやまった教育法といわねばならない。

「何を見せるか」と「如何に見せるか」ほ，二つのものではなく，全く常に一つの一致したも

のとして考えねばならない点を重視すべきである。その両者の内容として，その作品ほ，その時

代の時代精神にどのようにかかわり合っているか，又，作者の個性の連関ほどこに見られるか等

による作品の正しい分析と，それらの分析によってなされた理解，作者の想像力と創造性及び，

傾向・特色とのかかわり合いなどの手引が必要とされよう。このような解説は，決して，作品に

対する感動を遠ざけるものでほなく，むしろ，もっと親しい目をもって，身近かに作品に接する

態度を養なうような教育を，観老に及ぼすことになろう。そのように考えてくると，教師ほ作品

そのものについての事実。印象だけの認識でほ，とうてい生徒の心を鑑賞に釘づ桝こする事がで

きない。でほ鑑賞に関連して当然必要とされる関連学問として，一体何が考えられるであろう

か。極端な云い方をすれば，鑑賞教育にほすべての学問が付随すべきである点を理解せねばなら

ない。しかし，一応密接に関連づけられている学問だけをひろって見ても，先づ社会学・史学・

文学。宗教学・技術学等が考えられるし，又，それらを包括する意味合いから，特に美学・芸術

学等に関連が持たれるのほ勿論である。

先づ社会学。史学であるが，作品が造られた当時の時代相，或いは，その作品のテーマに関連

する社会の実相を把捉しない限り，鑑賞者は，作品の周辺を廻っているだけで，内部に入り込む

事がまづ不可能と思われる。当時の社会的常識。習慣・風習等の理解なくしては，作品の真の理

解に到達する事ほできない。次に文学との関連でるが，18世紀以降，物語性を含まない静物画の

ジャンルはあるが，それ以前の時代の作品でほ，人物画。風景画を問わず，そのは′とんどすべて

は，一種の文学的。物語的内容を含んだ作品であったから，その作品にまつわる文学性，つまり

ほ意味性の把握なくしてほ，これ又，その作品の理解に達する事ができないのである。殊に，例

えば，人物の手に持つ持ち物，背後にある建物の形，器物等々，そのすべてのものが，その物語

と深い関連をもって存在しているのであるから，その文学的内容の理解なくしてほ，その作品の

意味合いを知ることは先づできないのである。又，次に宗教に関連する問題についても，洋の東

西を問あず，原始から近世の作品のほとんどほ，宗教に関係をもっているのであるから，その宗

教が意味する場面の物語はもとより，その象徴的意味，その空間的内容に至るまで，宗教の理解

なくしてほ，完全にその作品を理解し得たとは云い難いし，又，宗教的内容のもつ雰囲気描写に

おいても，これらを知る事による利益ほ大変大きいといわねばなるまい。次に，作品の技術の点

であるが，この場合，一応専門的に過ぎる感がしないでもないが，実は非常に生徒に対して身近

かな一面を具えているのである。すぐ乾いてしまうので，速写で措かねばならなかったフレスコ

画の筆力や，何度でも消してほ描く事のできる油絵の重厚味，紙の上に；素早く措く墨絵の技法

など，技術的内容の理解があってこそ，作品に対する親しみが深まるし，又，自分自身の描いて

いる作品とのかかわり合いによって生じる異和感の解消など，その関連する所は非常に大きいと

いわねばならない。そのほか，各学問とも多かれ少なかれ，かなりの部分での関連があり得る

が，ここでは省略したい。
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そして，これらの関連学問を総括した形として，美学・芸術学が，又，作品に関連してくるの

である0美学ほ法則学として関連し，芸術学は例えば美術史等の形において関連してくるのであ

る。

糞学・芸術学のγF品への関連については，教授法に一層の慎重さが必要になってくる。それ

ほ，美学の持つ法則性が，作品をがんじがら捌こしばってしまい，鑑賞者の自由な鑑賞の妨捌こ

なり，又，固定観念を強く与えてしまう所に問題がある。これらの弊害を除却する方法として

は，作品の鑑賞時において，ほじ捌こ，美学・芸術学を持ち出さず，例えば，関連する社会学・

史学・文学。宗教学。技術学等の問題から解説をし，それらの結果として，美学。芸術学に関連

づける方法こそ，最善のものと考える。

第四節 鑑賞教育の場（その機会と教材）

一般に考えられる鑑賞教育の場は，常識的にいって授業時間内に限定される教室内で行なわれ

るのであるが，この枠内だけに限定できない所に今日的課題がある。いや， むしろ限定できない・
○ ● ●

のでほなく，限定しない鑑賞教育こそ，本来の鑑賞教育といわねばなるまい。又，教室といって

も勿論，柔術教室だけを指すのではなく，ロココ美術を解説するに当って，音楽室を使用してロ

ココ音楽を鑑賞する場合もありうるのである。（現に，私の学校ではそのような授業を行なって

いる）すなわち，関連する教科の教室を借りたり，午後の美術の時間に，博物館。兼術館・研究

所。映画館・演劇場・等が，その鑑賞の場になる事もしばしばあるほずで，美術教室のみが鑑賞

の場であると考えるならば，それほ，みづから本来の意味での鑑賞教育の息の根を止めてしまう

事になるのである。又，情報化のこの時代にあってほ，100％家庭に普及しているテレビジョン

を用いる事は当然で，「今夜何時に放映される番組を見ておくように」と，生徒に約束させる事

ほ，それ程困難な事でほない。その意味で勿論，美術室にテレビジョソを置く事ほ全く当然の事・

であるし，ラジオもそれと同様である。その他，広告的なものなどのすべて，書籍等によるもの・

も考えの対象にせねばならない。又，特定の街の状態，史蹟的な場所等，教師の考えられるあらl

ゆる手段を講じて，生徒の鑑賞能力の向上を促す事ほ可能だし，又，それらは生徒にとって，乾

して奇異なものに映らず，当り前のものとして受け入れられるだろう。

鑑賞教育における最上の教材は，実物教材である事ほ自明であり，実物が目の前にあれば，す

万言の言葉にも増して生徒の心に強力に印象づけられるものである。しかし，そのような事ほま

づ不可能であるから，その代用として複製による教材が常識のように使用されている。けれど

も，この複製授業が恒常化してしまい，それに対する一切の抵抗を失った授業になってしまう所・

に，今日の鑑賞教育の落し穴がある。つまり，これは教師の怠慢によるもので，複製に対する大

きな理解があれば，複製による授業を実物による授業に代行させる事ができるのである。例え

ば，雪舟の「四季山水図（「山水長巻図」といわれるもの）」ほ，むしろ，スライド映写によって

鑑賞させるよりも，実物の巻物形になった複製品を，細長い教壇上に長く展開して置き，生徒に

列をつくらせて順次に鑑賞させる方が，スライドより比較にならぬ程の効果を与えるし，又，中

世の「ミニアチュール写本のさし絵」と，ミケラソヂェpの「システイソの壁画」を同画面でス
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ライドで見せるのでほなく，「写本さし絵」ほ，幻燈磯とスクリーンの距離をちぢめて小さく映

写し，「システイソの壁画」は距離を広くして，大きく映写する事によって，実物性を如実に示

す事ができるのである。この際，問題になることは，実物の「大きさ」の点と，実物面の素材の

点，実物の色彩の点であって，このことの深い理解なくしてほ，複製使用ほむしろ，危険性を多

分に含んでいると云わぎるを得ない。これらの観点から授業を行なわないと，錯覚のまま授業を

進める事になってしまう。その他，実物を撮影する場合のライチィソグの強さ・弱さ及びえあ

角度等による，形や色や空間の不自然さなどに深く留意する事は，教師にとって必須の要件でさ

る。このような場合，日本にあって観覧可能な仏像などならば，実物によって確かめられるが，

二鑑賞不可能なものや，外国にある作品の場合ほ，解説書によってその内容とその細部をたしかめ

る事が必要である。

最後に，教室に於ける鑑賞教育において用いる機材についてのべると，およそ，次のものが考

えられる。暗幕のある教室，掲示場のある施設，幻燈機，スクリーン，録音装置，映写機等で，

それらを準備するものとして，写真榛，接写装置，書籍等がある。

第五節 鑑寅教材選択の基準

教材選択の基準に定説ほないほずである。国際的な意味でほ国別に，地域的な意味でほ都市別・

地方別に，生徒の環境ほ異なっているし，又，年令別・経済別等々の環境のちがいによる能力の

ちがいがある。そのはか，表現上の優劣も鑑賞能力に差位をつけてしまうから，与えようとする

教材は固定的なものではなく，又，時代の推移によって変化して行くので，昨年の教材が今年使

用できない場合すらある。一般的にいえる事ほ，今迄の鑑賞教材についてほ，その基準はかなり

高い所にあり，いわゆる名画・名作といわれる作品これ，その基準に当てほめるべきで，二流・

三流の作品はもとより，民芸品的作品及び生徒の作品などは，その基準の片隅にもはいれないも

のだったのである。しかし，今日では，二流。三流の作品の中でも，表現に不充分な点はあって

も，その制作意図や色感・部分的な技術。想像力等に見るべきものがあれば，基準内に加えても

よいし，又，すべての点で劣る二流。三流の作品であっても，むしろ，その未熟さが生徒の身近

かさに連なる場合においてほ，やはり加えるべきであろう。

偉大な作家による傑作ほ，単にその作家のすべての創作力によって創られたものでほなく，数

知れない先人作家の手になる作品の蓄積によって造られたものである。もし，レンプラントがオ

ランダに生れたのではなく，アフリカに生れたとしたら，当然，我々の知っているレンプラント

は存在しなかったろうし，レオナルド・ダ・ビンチが南米に生れたとしたら，今日云われるレオ

ナルドでありうるほずはない。やほり，レンブラントはオランダの伝統的油絵技法の土台の上

に乗って，あのように立派な作品があり，レオナルドは当時のフィレンツェの質的環境がこしら

えた人物といわねばならない。そのように考えて行くと，二流・三流の作家の意味合いもちがっ

て見えてくるほずである。遠近法ほ一人の天才によって成ったのではなく，目にふれないよ う

な，いわゆる多くの群少作家の汗と油の結晶がいつのまにか，この絵画史上空前の発見を支えて

いるのである。このような観点を，まづ教師がもたない限り，その選択の基準ほ昔通り名作の羅
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列に終ってしまうだろう。たしかに，今日の美術教育の中には，社会悪に対する反動として，生

徒に質の高い作品を示して，その心の中にある俗悪性を葬り去ろうとする気がまえが存在するよ

うだ。そのねらいは正しいし，方法もある点においては成功するだろう。例えば，ギリシアの，

あの気高い裸体彫刻を数多く見せることによって，生徒に一つの美的尺度をつくってしまい，俗

悪な裸体像を拒否できる事も事実である。しかし，このような教育は現実に対して背を向ける事

であり，一昔前の性教育のように，「知らしめない」教育の典型であるように思われる。この方

式でほ，或部分の生徒にほ効果があり，それと同じ数の生徒に悪影響が残るのが現実である点を

指摘したい。

やほりこの場合，現実から目を離すことなく，俗悪の俗悪たる所以をその教育の中で論破する

事こそ大切であり，質の高い作品との比較の上で，その優劣をたしかゆ合う事が必要である。以

上の点を要約すると，教師は生徒の置かれている環境と，関心の度合い，理解度，表現の経験の

上から教材を選ぶが，その作品も単に質の高いものに限らず，二流・三流の作品や，民芸品・日

用品のたぐい，生徒の作品（良・非に拘らず）迄も含めて，巾広い分野から選ぶ事が大切であ

り，強いて客観的な基準を考えるならば，「人間性を高軌 正常な心理の躍動をさそう」ものこ

そを選択すべきであると思う。

第六節 鑑賞教育と心理

生徒が鑑賞作品をあらゆる角度から眺め，そして，そのものを良く識り，種々の過程を経て，

最終的にその作品を批評する段階をたどって見ると，次の通りになる。

ほじめに，鑑賞作品（この場合，小ほ微少な工芸品でもよいし，大はゴジック寺院のような大
がらん

伽藍でもよいし，又，スライドによって映し出される虚像でもよい）がまづ目の前にあって，生

徒ほこれを視覚的にとらえる。この際，手に触れようと思えば触れてもよいし，又，耳をすませ

てもよいし，要するに人間のもつあらゆる感覚によって，その作品をとらえる。この段階が第一

段階で，次に，感覚したものを頭脳的に知覚して記憶に止める事ほ勿論，種々の角度からこのも

のを認識するが，これが第二段階である。第三段階では，その作品に対する，もろもろの認識の

中から，その特色・好みといったものを取捨選択して選び，自己の印象として心に定着させる。

第四段階として，作品に対する自分特有の考え方，印象について感情がはたらき，そのものに対

する自身の態度というものが，次第にほっきりした形をとってくる。次の第五段階において，ほ

じめて自分自身の糞的判断を下すという事になるが，しかし，その判断のし方には二通りの形が

考えられる。一つほ美的なものとして受け入れ，書こびをもって共感する形と，これを嫌悪した

り，批判したりして自分自身に受けつけない形とがある。そして最後の段階として，その作品に

対して好むにしろ，嫌うにしろ，美的批評が行なわれ，自主的な批評を下す事になって終る。

このプロセスは，実はほんのわずかな時間内で行なわれるわけだが，作品鑑賞に慣れない生徒

の場合にほ，所用する時間が長く，慣れてくればその時問は短縮されるのが普通である。この場

合，その作品に対する集中度が問題で，鑑賞作品は実物に越した事ほないが，応々にして実物な

るが故に，集中度が弱まる場合もある。幻燈による作品鑑賞は，作品それ自体は虚像であって
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も，暗室中でその作品に生徒の耳目が集まるため，集中度が強いという特質もある。

まとめとして，今迄のべてきた心理的なプロセスを図式化すると，次のように示すことができ

る。

第一段階

感 覚

第二段階

→…う㌃訂
→

第七節 鑑賞教育と創造

鑑賞と創造を全く別個に考え，

第三段階

印 象 →

第四段階

感 情

第五段階 第六段階

一挺的判断＜藁笥一桓術批判

鑑賞したものが創造に図式的につながりを持たないと考える教

師は多い。果して鑑賞とほ，創造とは，そのようなものであろうか。

制作の中でオリジナリティー程大切なものほなく，これを重視するのほ当然である。しかし，

重視する余り，神秘的・観念的に考え過ぎ，オリジナリティーをすべて天与のものと考える教師

ガミあるとすれば，それほ全くのあやまりといわねばならない。よく中学生・高校生の作品の中

に，素略しい創造性を発見する事があるが（非常にまれではあるが），これもつきつめて生徒に

質問などして見ると，そのもとほほとんど，他の作品からのアレンジであったりしてがっかりす

るが，考えて見れば，専門の芸術家が小生かかって追求するような重要な要素を，小学生がかん

たんに表現し得るものでないのほ当然である。即ち，創造するという事ほ，今迄現実にあるもの

を知覚した上に成立つ種類のものである事を銘記すべきである。

別の言葉でいえば，現実の認識の上に成立つのが創造で，何か変った事をすれば創造と考える

のほ，創造に対する認識の欠如といわねばならない。学生達ほ，創造する程，現実に対する認識

を未だ持っていない段階と見るべきで，それは創造の前ぶれを彼等の作品から感じた場合，これ

を創造と名づける意味での創造なのである。もし，彼等をして創造的作品を遣らせたいと思うな

ら，五感を最高度に働かせて，森羅万象すべてのものに向わしめる事こそ，その答である。鑑賞

ほその場合，最も有効な手段である。つまり，作品を視覚的に眺めつつ知覚する事ほ，作品の中

をこ流れる，法則性・構成・形態。色彩・空間。技法等，すべての造型的な事象を心に蓄積する事
メタモル7オ～・ズ

であり，それらの多くの蓄積の結果があってこそ，それほ創造に変化し得るもので，その他の

方法による創造活動ほ，ほとんど起りえないと考えるべきだろう。よく，或種のインスピレーシ

ョンに期待をかシナたり，又，一つの衝撃が創造性を触発するように思い込む向きがあるが，それ

とても，インスピレーションの根元，衝撃のもとは一体何であろうか。それほ，人間が五感によ

って知覚し得たものである事は明らかである。鑑賞によって生徒達の頭に，次々に知覚したもの

が深く積み重なっていき，それらがほてしなく頭脳中に広がって行った時，表現という作業によ

って，頭脳からほとばしるように手技を通じ創造の形を生みながら造形して行く。この過程を

考える時，鑑賞こそ，最も短距離に創造につながる大きな要素である事が理解できよう。

鑑賞する事が目的の場合とでほ，明らかにちがった認識のし方が生徒に求められるのである。

この点に対する留意がない限り，やほり，鑑賞教育も完璧に行うことほできない。

第八節 鑑賞教育と認識
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視覚的絵画・具象的絵画製作においてほ，多かヌl少なかれ何らかの形で，対象を眺めるという

過程をふまないわ桝こは行かない。対象を眺め，それに肉迫するような絵画（作品は如何に巧み

に造られて行っても，絶対に対象と同一イヒしないのであるから，この仕事ほいつ迄進んでいって

も，際限がないものであるが‥・‥・）を措く場合，その前提として対象に対する認識という問題が

当然生れて来なければならない。科学的な認識のし方とちがい，一美術における認識は，あくまで

視覚を中心とする感覚的認識のことであって，特に西洋絵画の発展の歴史ほ，対象に対する認識

の過程それ自体が中心であるといっても過言ではない。つまりほ，たとえ技術的な手腕を含むに

しろ，その対象に対する作者の認識の度合こそ，作品の優劣の度合にかかわるであろうともいえ

る。例えば，レオナルド。ダ。ピンチほ物（対象）に対する認識の度合が，はるかに当時の非凡

な画家以上である所から，あのような傑作を描けたともいえよう。そカlでは鑑賞の上における対

象に対する認識関係は如何なるものであろうか。造形作品を創る場合，対象を眺めて，そのもの

に対して認識を高めるのと，鑑賞するた捌こ対象を眺めて認識するのとでは，おのずからその態

度ほちがうものでなければならない。鑑賞の場合は，対象を技術的に表現する必要もないのであ

るから，この色ほ，何と何をどの位混合したらできるだろうと考える必要もないし，この光った

色ほ一体何色だろうと考える事もないし，この形のゆがみほどうしてできたのであるかを考える

こともない。しかし，その反対に，この形のカーブの美しさはどこからくるものであるかを考え

たり，この形の機能性はどこにあるのかを考えたり，色彩はこうあった方がよいなど，考える事

が必要になってくるのである。

当然，対象を眺める動作は，そのものに対する認識という副産物を生むことになるが，前述し

たように，造形する事が目的な場合と，鑑賞する事が目的の場合とでは，おのずとその認識のし

力もちがってくるはずである。鑑賞教育における認識は以上の点に留意しつつ行なわれるのが望

ましいのである。

第九節 鑑賞教育と批評精神及批評能力の評価

鑑賞教育を通じて，自主的に作品を批評する態度が生れてくるのほ当然だし，又，そうあらね

ほならない。教師によって与えられた作品を生徒が受け入れるだけが鑑賞教育ならば，それほ片

手落ちであろう。教師によって啓発された批評力により，みづから各種の作品を批評し，しかも，

その批評がおおむね正しい所に行った時，鑑賞教育ほすべて終ったといえるのである。一般に生

徒の批評力は，話させる事と書かせる事によって判断するのが普通である。話す事による批評ほ

教師の技術が必要で，誘導するようにして言葉を引き出すだけでなく，彼等の生活環境にてらし

て現われてくる言葉を重視すべきだ。即ち，音楽の好きな子供ならば，その作品の中に含まれる

情緒面などを引出させ，登山の好きな子供であるならば，‡∃然芙の観点から，その作品の空間。

色彩・形態の美しさを語らせる等の手ほずが必要になろう。又，書かせる批評においては，単に

文学的・修辞的表現ばかりが良いのでほなく，むしろ，飾らない真実の声によって綴らせる事こ

そ，其の論文批評といえるのでほなかろうか。彼等の論文ほ批評家のそれとは全くちがったもの

でなければならないし，又，ちがった所に生徒による論文批評の価値があるといわねばならない。
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次に，語る事も書く事も不得手な生徒達の批評力はどのようにしてほかり知る事ができるであ

ろうか。それほ，作品に対する執着の度合，蒐集等によって判断すべきであろう。その生徒の特

定作品に対する好みほ，たやすく教師に分る事であるし，それら一連の好みによって批評力を判

断できるし，又，民芸品等の身近かの作品の蒐集上のくせなどを発見する事によっても，その生

徒の批評力をかなりの程度迄判断できよう。以上三通りの批評カの見方をのべたが，問題ほ批評

力がどの程度あるかをはかり知るだけが目的でほなく，生徒が自分なりの批評基準を心に獲得す

る事にあるのは云う迄もない。その折，批評基準が必らずしも一定不変のものであると考えるの

ほ早計で，生徒が批評基準を得る事によって生じる，作品に対する限と心の自信のそなぁり方が

問題の中心である。しかし，授業である為にほ1数字的な評価ほつきもので，鑑賞能力を美術の

評価の範囲外に置く事ほゆるされない。指導要領にほ，美術の授業について，表現と鑑賞の授業

のパーセソテージが定められている。という事ほ，鑑賞についても評価が当然含まれている事を

示している。

だが，現実の授業を考えて見れば分る通り，鑑賞についての評価を，正しく授業の中で行なっ
そく

ている学校がどれ程あるだろうか。一般に行なわれている方法ほ，実技評価即鑑賞能力評価とし

てのやり方である。この方法は，生徒の全般的な美術能力を評価しているのではなく，直ちに修

正の方向に持って行かねばならない。でほどのような方法で，鑑賞能力を点数評価するのであろ

うか。鑑賞能力を評価している大部分の学校でほ，名作を鑑賞させたあと，作文を書かせる方法

を行なっているが，又，別の学校でほ，並列比較法や順位評価法等を行なっている所もある。

又，生徒に鑑賞後，印象を話させる方法を行なっている学校もあるが，これほ主に低学年の生徒

に対してである。書かせる方法と話させる方法とどちらが能力を良く評価できるかの問題ほ一既

にはいえないし，年令・適性・能力等によって判断すべきだろう。しかし，書く事が不得手で，

話し方のうまく行かない生徒に対してほ如何なる手だてが必要であろうか。その時こそ，作品表

現の中から教師が暗黙のうちに，生徒の理解度をさく小り出すようにしなくてほならない。表現が

下手でも，色感の内に，構成の内に高い水準の片鱗をさく小り当てる事ほそれ程困難ではない。し

かし，ここで特に注意せねばならない事は，表現が良い生徒ほ鑑賞能力が高いとする考え方だ。

宰にして両者が一致する場合もあるが，表現能力は高いが，鑑賞能力ほ低い生徒，及び，その反

対の生徒が多くいる事実ほ，かなり普遍的だからである。今後，私達が深く考えねばならない点

ほ，鑑賞能力が判然とするような表現ほ，如何なる題材。材料等によるものかという事である。

この方法論が解明されれば，記述式や，問答式による能力評価をする余地ほ，今後よりせばまっ

て行くだろう。

第二善 本校における美術鑑賞教育の実践例

第一章における1節～9節にわたる問題点をすべて含めた鑑賞教材は，恐らく市販されていな

いし，又，努力して創ったとしても，充分満足をもって受け入れられるものは出来にくい。それ

程鑑賞教育ほおくれているという意見があると共に，未だ緒についたばかりなので止むを得ない
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なか

という意見が相半ばすると思う0本高等学校では，高一・高二に芸術科がもうけられ，各学年，

年間二単位を修得する事になっている0芸術科ほ，美術・音楽。書道。工芸に分れ，生徒ほ四教

科の内，一教科を選択すればよい0私ほ高一。高二の二年間において，日本の美術。西洋の美術

を鑑賞させる事を考え，教材造りに取組んだが，先づ問題になったのは，歴史的に，年代順に作

品を鑑賞させるか，又，年代を廃して作品の傾向別に鑑賞させるかの点であった。

市販のスライド鑑賞教材は，すべて年代順に配列され，解説書もついているが，例えば，薬師

寺といえば，薬師三尊像と聖観音像のスライドがあるばかりで，極くありふれた解説書も，歴史

ほ書かれているが，生きた歴史ほそこになく，作品とのつながりの点で非常に不充分である。こ

ころみに市販スライドとその解説を用いて西洋の莫術を鑑賞させた所，思わしい効果ほ全く期待

できなかった。私ほ生徒に，いわゆる人類が残した名作品を鑑賞させる場合，一番の問題点は，

その社会との関連にあると考え，一つの社会的問題点と作品を結びつ机 その中に名作をちりば

めたらと考えた。これが出発点となって，例えば「名画によるキリスト受難」「社会の変革と美
が人じん

術」「鑑真と唐招提寺」のような，二時間授業に合致するスライド鑑賞教材を造った。一コマの

所用時間も生徒の興味にしたがって約一分間以内とし，全体の所用時間を約70～80分にし，鑑

賞前のオリェソテェイショソ等を含めて二時間授業に収まるようにした。又，解説ほ正確を期す

る為テープに収め，そのテーマに関連した伴奏音楽をはさみ，映写と同調してテープの声を流し

た。この方法による授業形態ほ，生徒に鑑賞の面白さと，鑑賞内容への肉迫度を高め，かなりの

効果を収めるのに成功した。スライド製作についてほ西洋美術の場合，そのほとんどは画集より

の接写であり，日本美術の場合は，出来得る限り美術館寺院等を訪れて撮影し，そのほとんどは

実写したものである。フィルムは，アメリカ，コダック社の「エクタクローム」を，カメラはア

サヒペンタックス，接写装置ほアサヒペンタックス用のものを用いた。

高校一一年で西洋美術を鑑賞させ，高校二年で日本美術を鑑賞させているのほ，西洋美術の本流

カミ写実主義的表現にある為，高校一年生の理解に適しており，又，日本美術の本流が象徴的美術

表現にある為，高校二年生に適していると考えたからである。高一・高二の年間鑑賞スライド及

び解説内容のすべてを，ここに収録するのが望ましいが，紙数の関係上不可能なので，高校一年

盲「西洋の美術」中から「社会の変革と美術」，高校二年「日本の美術」中から，「鑑真と唐招提寺J

を選んで，スライド写真（実物はカラーだが，ここでは白黒写真）と解説のすべてをのせること

にした。

又，参考として，はじめに，「本校における美術科の，年間授業時間に対する各領域の割合」

及び，「年間鑑賞力リキュラム」をのせておいた。
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第一節「本校における年間授業時数に対する各領域の割合」及び「年間鑑賞力リキュラム」

本絞における年間授業時数に対する

各領域の割合

儀 域 高校一年 高校二年

間
数

年
時

A表 現

○絵 画

○彫 刻

○デザイン

％57

＼才－し′．一．1■11ノ
％57

84

丑鑑 賞

○スライド
％52 ％52 16

64

高校1年
西洋の

美 術
高校2年

日本の

美 術

年

間

鑑

糞

力

リ

キ

ュ

ラ

ム

○先史・エジプト

○ギリシア・ローマ

○中 世

○ルネサンス

○警菅笠告量難
○バロック。ロココ

○社会の変革と美術

○印象主義・現代

○古代美術

○琵筐毒中国美術と

○宗論毒
薬師寺・

・興福寺

○平等院・中尊寺

○鎌倉芙術

○雪舟と水盛画

○桃山・江戸美術

○明治以降の美術
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第二野 実践例「西洋の美術」申より「社会の変革と美術（フランス革命と美術）」

「フランス革命と美術」

内容タイトル（作者名及び作品）

孟）
1タイトル（ブ岩羊法蒜孟「フランス革命と美術」

ルブラン
18「マリー・アントワネット

とその子供」

2ル・ヴォー及びマンサール「ベルサイユ宮殿入口」

3 ル・ヴォー及びマンサール
「ベルサイユ宮殿」

19
ウ【ドン

「ヴォルテールの像」

20
「コンシェルジェリーの監

獄」

4 ル・ヴォー及びマンサール
「ベルサイユ宮殿鏡の間」

21
クチャルスキー

「マリー・アントワネット」

アングル

35「イネス。モワトシュの像」
工

アングル

36「イネス。モワトシュの像」
Ⅱ

ドラクロア

37「ミソロンギの廃墟に立つ
瀕死のギリシア部分」

38
ドラクロア

「サルダナパールの死」

フィルツェーンハイリゲン
5 にある

「バロック教会」

銅版画
22「法廷のマリー・アントワ
ネット」

6
リゴー

「ルイ14世の像」

ダグッド（コピー）

23「刑場に行くマリ【。アン
トワネット」

39桜ろ㌍ヾ－ルの死部分」

40だ子り㌍ド」

7ろぞ●ンーニア㍍Lル夫人像」
水彩画

24 「ギロチ

リー・

ン

ア

マ
」

る卜れ
ツ

、b、ネけ
ノ
ワ

掛卜に
ン 41√〝．浣アンの難波」

8畏ニラ島への舟出」
25
ダゲィド

「ホラティウス兄弟の誓い」
42
ドラクロア

「狂えるメディア」

9㌫弾き」

10㌫弾き部分」

ダゲィド

26「ホラティウス兄弟の誓い
部分」
ダゲィド

27「息子たちを処刑した後，わ
が家に帰ったプルートゥス」

11諜ふン」
28
ダゲィド

「マラーの死」

43ノブⅠアリ⊂品一隅」

44
コlコ・－

「シャルトルの大聖堂」

45蒜飾りをつけた女」

12㍍㌧こ
29
ダゲィド

「レカミエ夫人像部分」 46㍉才ニ0」

13
ワトー

「ジェルサンの看板」
30
ダゲィド

「ナポレオンの戴完議式」 47にJ晶の洗濯女」

14
フ叫シェ

「ゲィナスの勝利」

ダダイド

31「ナポレオンの戴冠式部分」
工 48ぞ蒜㌫

15蒜エ
ダブィド

32「ナポレオンの戴完議式部分」
Ⅱ
49
ク巾ルベ

「ェトルクの海岸」

16
フラゴナール
「ブランコ」

33
アングル

「浴女」 5。タイトル（ご手芸
はドラク

作品
「フランス革命と美術終」

）

17「詣‾●アントワネット
34
アングル
「泉」
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（1）タイトル「フランス革命と美術」

ヨーロッパ文化において，18世紀から19世紀

にかけての変化程，急激なものはありません。こ

の変革は，フランスとイギリスに起った二つの大

革命に，その原因があるのほ勿論です。1789年の

フランス革命と，18世紀の後半から起ったイギリ

スの産業革命によって，古い社会制度がくつがえ

り，人間の生活様式が一挙に変革していったのが

この時代です。神に対する信仰によって，自分の

幸福を見いだした人間が，人生の目的ほ死後にあ

るのではなく，現在の幸福を追求するのだと考え

るようになった精神の変化は，文化の面でも，繁

ろくべき変容をもたらしました8

このスライドでほ，フランス革命の過程をたど

りながら，当時ヨーロッパ第一の文化国家であっ

たフランスの美術に目を向け，おもに，この国の

絵画が如何に変化の道をたどって行ったかを眺め

て見たいと思います。そして，社会の変革が莫術

に及ばす影響のすさまじさを合わせて考えて見ま

しょう。

（2）ル。ヴォー及マンサール「ベルサイユ宮殿入口」

このスライドほ，パリ郊外

にあるベルサイユ宮殿の入口

です。1620年代に，ルメルシ

ェーという貴族の小官殿をも

とにして，当時，大陽王とい

われたルイ14世が17世紀の

なかばから造り始め，1710年

に完成した大宮殿です。17・8

世紀，つまり，バロック・ロ

ココ時代を最も代表する大建

築で，その豪華で勝れた様式

ほ，たちまちのうちにヨーロ

ッパ中に風靡して，各国の三

室はあらそってその様式を取入れた程です。現在でも，この宮殿を上まわる豪華な建造物ほ，世

界に見当りません。この宮殿の建築家ほ，ル・グォーとマンサールですが，マンサールは当代第

一の建築家で，現在ナポレオンの墓がある，パリのアンバリッドの寺院も彼の手になるものです。

このスライドでほ，ベルサイユ宮殿の全貌は分りませんが，上の部分が黄金色に輝く正門を入

ると中庭越しに建物が見えています。しかし，ここからの眺めは宮殿の裏側からの部分に過ぎま

せん。
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（3）ル。ヴォー及マンサール「ベルサイユ宮殿」

今見たスライドの，丁度裏

側に当るのがこのスライド

で，ベルサイユ宮殿の中心と

もいうべき建物の場面です。

しかし，この場所も全体の建

物から見れば，ほんのわずか

な部分に過ぎませんし，又，

その全体の建物にしても，広

大な庭園から見れば，小規模

の場所に過ぎないのです。建

物ほすべて，石を積み上げて

造られたものですが，屋根に

置かれた人物の彫刻にして

も，アーチ型の窓にしても，ギリシア風の自大理石の丸柱にしても，ギリシア・ローマ時代から，

ルネサンス時代にかけての建築の集大成が，ここに表現されているのだという感じを強くします。

庭園の配置も，幾何学的に見事に造園されていますが，そればかりではなく，美しい人物彫刻

が随所に立っており，又，立派な池や，噴水も豪華そのものです。ルイ14世から，ルイ16世に

至るルイ王朝の時代の，最も優れた美術の「みなもと」こそ，このスライドの場所であるといっ

て，言い過ぎでほありません。

（阜）ル。ヴォー及マンサール「ベルサイユ宮殿鏡の間」

ヴェルサイユ宮殿の大宴会場が，このスライド

の「鏡の間」です。当時の貴族のあこがれの的で

あったこの部屋は，実に全長72mに及び，向っ

て左の庭園に画した高い窓に対し，右側のアーチ

型の内部には，一面に鏡がはめ込まれてあります。

これほ，大宴会や舞踏会が行なわれる際の，室内

空間が拡がって見える効果と，聾々しい感じを与

える点で，如何にも感覚的なこの時代の建物を代

表するのにふさわしいものです。天井を見ると，

絢爛とした金色の装飾の中に，大きな壁画が描か

れているのが目につきますが，これほ当代随一の

宮廷画家ル。ブランの仕事で，室内は，むしろル。

ブランの意志によって建築家マンサ【ルが，それ

にしたがったとされています。天井画の主題ほ，

ルイ14世に関する多くの事柄が措かれています

が，壁画に限らず，柱も壁も天井も，すべて有機

的に密接につながりつつ，一つの装飾になってい

るのが，この時代の美術の特色です。
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（5）フィルツェーンハイリゲンにある「バロック教会」

ベルサイユ宮殿を中心とした，このように牽や

かな形式は，ヨーロッパ各国に絶大な影響を及ぼ

しました。各国の王室は，争ってその形式をまね

て，その国に小ベルサイユを築きました。そして，

その影響ほ，神聖であるべきほずの教会堂の内部

に迄入り込みました。このスライドほ，ドイツの

フィルツニーソハイリゲンにある教会堂の内部で

すが，その華々しさほ，教会というよりほ宮殿を

思い起させますし，ベルサイユ宮殿の装飾より，

もっと桝ごけばしい位です。今迄のゴシック風の，

天までとどくような垂直の柱は無くなり，柱には

賃金色の唐草模様がからみつき，その模様ほ天井

迄のびています。又，天井にほ天国の壁画が豪華

に描かれ，窓にあったステンドグラスほ無くなっ

て，明るい外光がまともに室内に輝いています。

フランスを中心とした／ミロック。ロココのスタ

イルほ，ヨーロッパ中を黄金色にぬりたくってし

まったかの感がありました。

（6）リゴー「ルイ14世の像」

このように当時のヨーロッパの中心であるベル

サイユ宮殿の，その又，中心が，フランスの国王

ルイ14世です。そこで，彼の名は，ロワ。デュ。

ソレイユつまり，太陽王の名で呼ばれました。ヨ

ーロッパの光の根元であるという意味のこの名前

ほ，実に適切なものといえましょう。彼の権力

が，どれ程絶対的なものであったかは，「朕ほ国

家なり」という，彼の言葉から容易に想像されま

す。それは，「私こそ国家そのものなのだ」とい

う意味です。このスライドほ，宮廷画家であっ

た，リゴーの措いたルイ14世像ですが，その威厳

のある肖像画ほ，国王の偉大さを余す所なくつた

えています。もともと肖像画ほ，17世紀になっ

て，一般に軽んじられる風潮にありましたが，リ

ゴーの作風によって，この形式が又浮び上って，

18世紀に入ると，再び重要な様式になって定着す

るようになります。そのきっか桝こなったのが，

この「ルイ14世像」の肖像で，その意味でも，こ

の絵ほ，仲々重要な作品といえましょう。
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（7）ラ。トウール「ポンパドゥール夫人像」

ルイ14世が，フランス王朝文化の太陽であると

すれば∫ このスライドの，ポンパドゥール夫人

ほ，当時の「女流中の女流文化人」といえるでし

ょう。彼女は幅広い教養の持主で，多くの芸術家

のパトロンとしても有名です。このスライドほ，

ラ・トウールの措いたパステル画です。パステル

廟ほ，この王朝時代に流行した絵画で，油絵具で

はとても表現できない程やわらかい調子で措く事

ができ，又，制作に時間がかからない所から，肖

像画の場合の，すばやい心理描写表現に適してい

ます。ポンパドゥール夫人ほ，早くからこのラ・

トウールの天分を認め，自分の肖像を措かせるた

めに，わざわざヴェルサイユまで出向いて彼の前

に坐りました。この絵を見ると，まるでパステル

廟とほ思えない程，素略しく夫人の美しさを表現

していますし，テーブルの上にほ「百科全書」「法

の精神」等の本が列んでおり，彼女の才媛を物語

っています。ラ・トウールは有名な画家になりま

したが，晩年は精神病にかかり，不幸な生涯に終りました。

（8）

この時代の最大の画家ほ，

フランスのワトーであるとい

えましょう。これ程，王朝文

化の様式にかなった形式をあ

み出した画家ほ他におりませ

んし，生きる書こび，愛の書

こびを，これ程高らかに唱い

上らずた画家も，ほかに風当り

ません，ルーブル芙術館にあ

る彼の代表的な傑作が，この

スライドの「キュテラ島への

舟出」です。キュテラ島とい

うのほ，ギリシア半島の南に

ワトー「キュテラ島への舟出」

ある島の名称で，昔，ここにほ素略しいダイナスの神殿があった所から，恋人たちの理想の場所

とされていました。この絵を見ると，八組の若い恋人たちが，恋の島に向って旅立とうとしてい

るさまが描かれています。この作品で作者は，時間的な動作を一枚の絵の中に展開しようとして

います。一番右側の一組の男女が，次第次第に動きをともなって，左の一組に次々と移動しなが

ら，丘を下って，最後にほ左側の一組のように，舟つき場に歩いて行くように表現されていま

す。上空にほ，キューピッドがこれを祝福するかのように，ほぼたいているのが見られます。
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（9）ワトー「ギター弾き」

ニューヨークにある，アメリカ最大のメトロポ

リタン莫術館に所蔵されるこの作品の前に立つ人

々は，まるで，画面の中からギターの音が，聴こ

えるような錯覚におそわれます。当時の宮廷で

ほ，貴族達の野外での遊びの中に，楽士が多くま

じって，音楽を奏でたのですが，その場合，必ら

ず出てくる楽器に，たて吹きのフルートや，リュ

ート，ギターなどがあります。華やかな衣裳をま

とったギター弾きが，歌をロづさみながら弾いて

いるさまが，即興的に実に美事に表現されていま

す。この作品のモデルについては，ワトーが実際

に町のギター弾きを見て措いたものでほなく，友

人のアンジェロ・コスタニイニに，衣裳をつけさ

せたもので，この人物は，ワトーの他の作品にも

しばしば姿を見せています。作品から受ける印象

として，一種の悲しみに似た感じを受けるのは，

背景に人物が一人もなく，森の中に石の人物彫刻

が一つ，ものがなしく立っているからなのでしょ

うか。

（10）ワトー「ギター弾き部分」

今見たワトーの「ギター弾き」の右手の部分に

目を近づけたのが，このスライドです。この作品

のポイントとして，口を半ば開いて唄っている顔

と，この手の二つがあるといえましょう。この軽

妙な手の表現ほ，画家が動きのある瞬間的な動作

を，すばやくとらえる事のできる目と，手による

技術を具えている事を示しています。ギターの音

がまるできこえるように感じる理由ほ，実にこの

場面の的確な描写のたまものといえるし，ここで

ほ見えませんが，ギターの指盤の上に置かれた左

手の指先の神わざとも見える，形の表現といえま

しょう。ギターは，現在あるものとほ，かなりち

がった形をしていますが，当時のものほ，中央の

くびれがすくなく，しかも，面積も今のものより，

かなり小型なので，音量ももっと小さく，ロココ

時代の感じをそのまま現わしたような，故紙で甘

い感じの音を出したものにちがいありません。こ

のように，ワトーの流した美術形式は，フランス

ほもとより，ヨーロッパ全土に及んで行きました。
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（11）ワトー「デッサン」

「ギター弾き」の手の描写のような，美事な表

現ができるのほ，彼が，なみなみならぬデッサン

カをそなえていなければ不可能です。ワトーは，

一日のうち，午前中ほ必らずデッサンをする時間

に賛したといわれています。そして，この時間を

彼は，「朝の思索」と呼んでいました。すっきり

した頭でいられる朝の内に，形の基礎であるデッ

サンカをみがきながら，油絵の構想を練るという

雀の意味です。このスライドの下絵ほ，彼の油絵

「ヴェネツィアの祭」のためのものといわれてお

り，三人の男と三人の女が措かれていますが，こ

こでほ，その中の一人の女と三人の男が措かれて

います。このデッサンほ，一見したところでは，

まるで瞬間に措かメlたような印象が強いのです

が，しかし，彼のデッサンカほ，たゆまざる訓練

の結果である事が，その筆づかいから理解できま

す。このデッサンは，うすい色のついた紙の上に，

赤茶色と黒と白色鉛筆風のもので描かれており，

作品はルーブル美術館にあります。

（12）ワトー「ジル」

この作品もワトーの代表作として有名で，「ジル」

という題名がついています。それほ，「おろか老」

という程の意味です。中央に立った男を指している

のですが，彼は，道化師の服装であらわされ，足に

は赤いリボンのついた自靴をはいています。この，

おろか老を象徴するかのように，足もとの左にロ／ミ

の顔が見えますし，画面右下には，三人の男女が，

この道化師と無関係にこのロバの方を眺めていま

す。中央の人物は，上衣を幾分まくり上げて両手を

だらりと下げ，その日つきも，何かあきらめ切った

無力感を私達に感じさせます。画面の中央に大きく，

その主題をあつかい，何となくけだるい調子を表面

に押しだしている所に，この作品の特徴があるとい

えましょう。ワトーほ，このように，その作品は一

■定の主張もなく，はっきりしたドラマもなく，ただ，

みやびらかな世界を唄い上シザたものが多いのです

が，これは，とりもなおさず，当時の三朝文化を端

乙的に示した、ものといえます。しかし，彼の実生活は

これと反対で，絶えず病気になやまされ，ひどく陰気だったそうです。
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（13）ワトー「ジェルサンの看板」

しかし，ワトーの作品にも，空想でほなく，現実

に主題を求めたものもあります。それが，このスラ

イドにある「ジェルサンの看板」と題する作品で

す。この作品ほ，彼の友人である函南のジェルサン

の店にかかげる看板絵として措かれたもので，正確

に当時の画商の店の内部を表わしています。絵ほ二

枚一組になっている大作で，両方合わせると横ほぼ

が3m程あり，このスライドは，その右側だけの部

分です。わずか一週間で完成したこの作品は，異常

な速度で措かれたのにも拘らず，人物ほ自然のまま

の姿に描かれているし，又，全体の微妙な明暗の調

子といい，そして，構図の完璧さといい，ワトーの

生涯における第一級の作品である事に間違いほあり

ません。友人の画商ジェルサンの店には，今，何人

かの客が訪れています。じっと絵に見入っている愛

好家たち，背景を飾る数々の名画の群，そして，画

面の右ほしにほ，ジェルサンの妻が貴婦人と話し合

っています。この絵が描かれて間もなく，1721年，

ワトーほ絵筆を手にしたまま‥亀を引きとりました。

（14）プーシェ「ヴィナスの勝利」

ワトーの作風を最も多く受け入れた画家に，ブー

シェとフラゴナールがおります。ワトーが，宮廷の

風俗を中心として描いたのに対し，ブーシェの作品

の大部分はギリシア神話にその主題を求め，殊にダ

イナスを多く描きました。ストックホルム国立美術

館にある，「ダイナスの勝利」と題するこの絵ほ，

高さ1m30cm程，横はば1m60cm程の作品で，

中央に海のあわから生れたダイナスを置き，多くの

ゲィナスの化身や，海の神ポセイドンをそのまわり

に配した美事なものです。このスライドほ作品の全

体でほありませんが，南面の左側の波に洗われた岩

の上に腰を下ろしているのがダイナスで，上空にほ

ダイナスが身につける衣を，多くのキューピッド達

が手にもって飛んでいます。ブーシュほ生涯を通じ

て，ゲィナスの化身を措き続けますが，当時の人々

ほ，その頃，美人で有名だった画家ビュゾーや，女

優ミュルフィのおもかげを，これらの絵の中に発見

しようとしました。ギリシア神話を主題にした彼の

代表作として，他に「水浴のダイアナ」「ダイナス

とキューピッド」「ヘラクレスとアンファーレ」などがあります。
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（15）プーシェ

人物画でほ，ギリシア神話などの空想的なもの

を措いたブーシェも，風景画でほ，素直に自然的

な表現をしています。しかし，自然的といっても，

やほり今日私達が見れば，それはロマンティック

な自然であり，牧歌的な自然で，勤労に明け暮れ

る汗と油の入り混った農村でほありません。それ

ほ，貴族社会の人々が眺めた，糞化された農村風

景といえましょう。小川にかかった中央のアーチ

の橋の右側にほ，朽ち果てたそまつな教会堂があ

って，入口にほ十字架が掛っており，屋根の先端

にほ，鐘がぶら下っています。教会堂の前には，

自ずきんをかぶり，自服を身につけた牧師が，こわ

れた柵に寄りかかって物思いにふけっています。

ブーシェほ，友人のウードリーに，壁掛の下絵を

たのまれて，その友人の監督する工場のあるボー

グェ一に，パリから何回も往復しました。その際，

これまで気が付かなかった自然の美しさにひかれ

たのが，この絵にあるような田園風景を生んだ原

因であるとされています。

「風景」

（16）フラゴナール「ブランコ」

今のブーシェの弟子であるフラゴナ【ルは，24＝

才でイタリアに留学し，帰国後は社交界の有名画

家になりました。この爛熟した文化の申し子のよ

うに，彼自身の感覚のすべてをその制作にささげ

ました。このロンドンのウォレス。コレクション

にある「ブランコ」の作品ほ，彼の達者な筆づか

いなどにより，才気にあふれた傑作として名高い

ものです。ワトーやブーシェの流れを受けつぎな

がらも，18世紀もなかばを過ぎると，その自然観

察ほするどくなり，生活力のあふれた南面を形造
ぎ

っていますが，これほ，やはり市民階級の趣味の
進出を感じさせます。なぜならば，当時，サソ。

ジュリアンという銀行家が，美人をブランコに乗

せている絵を画家に求めましたが，他の画家がそ

れをためらっているのをかまわず，フラゴナール

は書こんで，彼のために措いてやったといわれて

いるからです。対角線の構図を用いて，画面に動

きを与え，深い樹木に対して，輝く菓と空と雲の

動きが，この場面に豊かな生命感をそえています。
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（17）

18世紀も終りに近づくにつ

れて，ルイ14世の時代に，あ

れ程高められた大フランスの

輝きも，次第に色あせて来ま

した。それほ，国王が絶対的

な権力を持ち，教会ほ国王を，

神の地上における代表者と見

なし，国王ほ神として宗教を

国民に強制できたし，貴族ほ

納税を免ぜられたかぁりに，

一般国民には，重税を押しつ

けた事から，国民と国王ほ次

第に対立的な関係におちいっ

てしまった事に示されていま

「マリー。アントワネットの家」

す。しかも，ルイ16世ほ，そのような事態に対して，何等の打つ手を用いないで，依然として昔

のままの生活をしていましたし，美術もフラゴナールの作品のように，国民生活と全く関係のな

い優美なものだ桝こあこがれていました。このスライドほ，ルイ16世の王妃マリー・アントワネ

ットが，国民の苦しみをよそに，ベルサイユ宮殿のそばに，このような田園風の建物を多く建て

た村落の一部です。これほ，彼女が一年の内，秋の季節を過すために造ったもので，当時の王侯

貴族の生活が，どのようなものであったかが分ります。つまり，ルイ14世式の豪華なものから牧

歌的な，田園的な風物に興味が移っていった事を示しています。

（18）ルブラン「マリー・アントワネットとその子供達」

ルイ16世の王妃マリー・アントワネットほ，当時

オーストリアの女王マリア・テレサの娘として生れ

ましたが，フランスのブルボン家とオーストリアの

ハプスブルク家との和解の意味から，政略的にルイ

16世と結解しました。このスライドは，マリー・ア

ントワネットに認められて，宮廷肖像画家として活

．躍した女流画家ルブランの描いた「マリー・アント
ワネットとその子供たち」の肖像画です。ルブラン

ほ，生涯に662点の肖像画を措きましたが，彼女の

特色として，物の材質感を描き出すのが大変巧みだ

ったという事がいえます。中央の赤い衣のマリー・

アントワネットほ，ひぎに赤子をいだき，彼女の向

って左には，王女が王妃の腕にもたれかかっていま

すし，彼女の向って右の赤子用のベッドの右には，

王子が立っています。全体は調和のとれた色調にお

おわれ，大きな三角形の構図にまとめられています。

この作品古ま，現在ヴェルサイユの宮殿にありますが，

不吉な彼女の運命を暗示するものほ何物もなく，豊

かさと幸福さに包まれた，実に優雅な作品です。
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（19）ウードン「ヴォルテール像」

18世紀のヨーロッパという文字を見て，すぐ頭に

浮ぶのほ何でしょうか。それは，「啓蒙運動」とい

う言葉です。そして，その輝かしい代表者こそ，こ

のスライドのヴォルテ巾ルであり，ルソーであり，

ディドロです。啓蒙思想とほ，一言でいえば，近代

的ヒューマニズムといえましょう。17世紀に体系化

された科学的自然観を地盤にした，科学と技術とに，

人間形成の原動力を求めたものです。それほ当然，

人間の思想と行動との自由を圧迫する絶対主義的権

威の否定につながります。神が自然をつくったにし

ても，その中にできた人間社会は，まさに人間が造

ったものだから，責任ほ人間にあるという事になり
ます。そして，この新しい思想ほ，当時の社会に急

速に広まり，大衆ほ富をむさぼっていた貴族に対し

て立上りました。1789年，7月14日，パリの大衆は，

政治犯の入っているといわれたバスチーユ監獄に向

って進撃を開始しました。つまり，フランス革命は
火ぶたを切って落されたのです。この彫刻ほ，18世

紀最大の彫刻家ウードソのもので，グォルテールが

死ぬ数日前に，彼の前でポーズを取ったもので，啓蒙

思想家としての彼を，余す所なくとらえた傑作です。

（20）

バスチーユ襲撃によって始

まっ♪たフランス大革命は，

3年後1792年に，国王の王権

を停止すると共に，王家一家

をタンプルの監獄に幽閉しま

した。そして，その年にルイ

16世に対して裁判を起し，翌

1793年，彼ほ革命広場に於て，

ギロチンで首をほねられてし

まいます。残った王妃マリー・

アントワネットほ子供達と離

されて，今度ほ，コンシェル

ジェリーの監獄に入れられま

「コンシェルジェリーの監獄」

す。このスライドほ，／ミリ，セーヌ河の河岸の裁判所の地下にある監獄跡です。ここが，マリー・

アントワネットが殺されるまぎわの約70日間を過した，コンシェルジェリーの監獄内部です。

石を積み上げて造った地下室は，かなりの広さをもち，この写真ほ，その部屋の一隅に過ぎませ

ん。正面の窓ほ，かんたんな飾り窓で，外からの光線は，わずかしかありませんから，室内の感

じほ陰気そのものです。床ほ練瓦がしきつめられ，9月になると，もうそろそろ寒くなりかかっ

てくるパリでの，この監獄が如何にみじめな場所であるかを物語っています。
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（21）クチャルスキー「マリー。アントワネット」

この肖像画ほ決して立派な作品ではありません

が，獄中にあったマリー・アントワネットの肖像画

として貴重なものです。クチャルスキーという人物

が措いたもので，正式に彼女をモデルにして措いた

ものとほ思われません。つまり，裁判の尋問等に出

向いた折に見られる彼女の顔を，印象によって措い

たものかも知れませんが，うらさびしさのただよっ

た作品に仕上っています。夫のルイ16世の死の為，

彼女ほ年よりも白くなった髪の毛の上にひだのある

糊づけした白い麻の頭巾をかぶり，その上に黒のべ

【ルをのせて，その端を両側にたらしていますし，
†

又，肩から下にほ黒の喪服をまとっています。38才

にしてほ老け過ぎた感じのこの肖像画を見ると，さ

き程鑑賞したルブランの描いた幸福に満ち満ちた肖

像画から，わずかの年数しか経ていないとほ，とて

も信じられません。ルイ16世とほ死に別れ，又，最

愛の子供達ほ靴屋のシモソにあづけられ，唯一人コ

ンシェルジェリーの監獄で死を待ちつつ，孤独の生

活を強いられた彼女のあきら捌こも似た顔付に，変

転きぁまりないその時代の移り変り，を読み取る事が

できます。

（22）銅版画「法廷でのマリー。アントワネット」

1793年10月14日，彼女に対
する裁判がほじまりました。

アントワネットは，大法廷に

8時に入廷して庸につきま

す。この銅版画の一番ほしに

立っているのが裁判長のエル

マソで，手前左から右へ二番
目の人物が検事フキエ・タン

ゲィルです。陪審員ほ，あら

ゆる階級の人々から構成さ

れ，外科医・音楽家。印刷工・

かつら作りの職人などがお

り，法廷は立錐の余地もない

程混み合っています。ほじめ

に，フキェ。タンゲィル検事

が立上って起訴状を朗読し，

つづいて41人の証人が次から
次へと証言して行きます。彼女ほ検事のするどい質問に堂々答えて，見物人達を祭ろかせますが，

この日に15時間質問に答え続け，次の日にも12時間も答えて後，最後に，裁判長が何か言い残

す事はないかという質問に対し，「わたくしに不利になるような事実を一つでも提出された方は，

一人もおりませんでした。わたくしはルイ16世の妻に過ぎなかったのであり，それ故に夫の決定
した事にほ，すべてしたがうほかほなかったという事のほか，何も申し述べる事ほありません」

と言い切ります。しかし，この裁判の結果は，ほじめから決まっていました。前の日から続いた

法廷ほ次の目につづき，10月ユ6日の朝4時に，裁判長ほ彼女を前にして死刑を宣告します。

－192叩



（23）ダゲィド「刑場に行くアントワネット（コピー）」

判決を受けたその日，つまり，1793年10月16日

のひる頃，彼女は処刑されるのですが，そのわずか
な問に，彼女はコンシェルジェリーの監獄で，ルイ

16世の妹である，マダム・エリザベトに最後の手紙

をしたためます。その中の一節に，「私ほたった今

判決を受けた所です。それほ不名誉な死刑の判決で

ほありません。そんなものではなく，あなたの兄上

に再会するという事なのです。あの人と同じように，

無邪気に，私ほ最後の瞬間における，あの人の態度

にならいたいと思っています。」といっており，子供

に対してほ，「原則を守り，自分の義務に厳密にし

たがう事こそ，人生の最も重要な基本である。」と

のべています。その日の7時頃，女中がアントワネ

ットに何か食べるようにすすめると，彼女は，「も
う何もいらない。万事ほすべておしまいですから」

といいますが，すすめられるままに，スープをニロ，

三ロだけすすり，軽い白い朝着に着かえます。10時

に死刑執行人のサンソンが彼女の部星に入って，髪

の毛を短かく切り，両手を後手にしばります。11時

になると，監獄の前に，皮ほぎ車が止まり，彼女ほ
しばられたまま，この率に乗せられ革命広場に向い
ますが，その途中，サントノレ通りのまがり角に来
ると，当代一流の画家ルイ・ダブィドが，ペソで彼
女のありのままの姿を，す早くスケッチしました。

そのスケッチの写しがこのスライドで，彼女の最後
の生きうつしの絵として，まさに歴史的な意味をも

っています。

（2年）水彩画「ギロチンに掛けられるマリー。アントワネット」

1793年10月16日の巨大な

革命広場は，万を数える人々

によって，朝から埋めつくさ

れていました。物見高い群衆

は陽気にしゃべったり，笑っ

たりしながら長い時間待って

いました。この広場に立って

いるのほ，自大理石の自由の

女神の立像と，首を切るため

の黒いギロチン台の二つだけ

です。サントノレ通りの方か

ら，けたたましい叫び声と共

に騎馬隊の姿が見えると，そ

のうしろから皮ほざ車に乗せ

られ，後手にしばら涼lて坐っ

たアントワネットの姿が見え

て釆ました。急に群衆はシーソと静まり返って，蒼白い彼女の顔を見上げますが，アントワネッ

トほ，だjlの喫も見ようともしないで，石のようになった顔付を天に向けつつ，昔，ヴェルサイ

ユの大理石の階段を登った時と，そっくりそのままの姿勢で，断頭台に登ります。死刑執行人サ

ンソソは，ギロチン台のそばに釆た彼女を軽くつかんで，あお向けにし，す早く首を刃の下に入

れ，一挙に縄を引くと，一瞬にして刃物が落下し，彼女の首は飛んでしまいました。サンソンは，

その首の髪の毛をつかんで，これ見よがしに広場の上に高く差し上げると，人々ほまるで沈黙か

ら解放されたように，「共和国万歳」を叫びました。
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（25）

有名な画家ドラクロアほ，

「ダゲィドニそ，すべての近

代両派の父である」とのべま

した。この作品ほ，そのダゲ

ィドの「ホラティウス兄弟の
誓い」という絵です。ブルボ

ン王朝の末期になると，退廃

的な作風に対して，このよう

な古典的な作風が生れ，フラ

ンス革命によって，ロココス

タイルほその息の根を」二めら

れ，古典派全盛の時代を仰え

るのです。当時，ナポリ郊外

のダニスゲィオ火山にうずも

れたポンペイの街の発掘とい

ダヴィド「ホラティウス兄弟の誓い」

う事件にも，一層刺観されて，古典主義が次第次掛こ芽ばえ，市民階級の支持も，このスタイル

に集中して釆ました。この「ホラティウス兄弟の誓い」ほ，ローマ時代の詣で，三人のローマの

兄弟が祖国のた捌こ身を捧ミ′ヂる誓いをしている所です。中央の赤い上衣をつけた父親が，三人の

子供たちのために三本の剣をもって，祖国に忠節を誓わせている場面で，一番右側には，母親や

姉妹たちのグループがいます。ロココ風のきやびらかで，生きる書こびや，ロマンをあつかった

作風とくらべると，如何にその変化が大きなものであるかが分る作品です。

（26）ダヴィド「ホラティウス兄弟の誓い，部分」

フランスでほ，当時毎年コンクールで若い優秀な

芸術家を選んで，ローマに留学させましたが，ダゲ

ィドほ，そのローマ賞を獲得して，27才の時ローマ

に出発しました。彼はP～マに着くとさっそく，ロ

ーマ彫刻の研究に取りかかり，一時ほ，油絵の筆を
絶って，もっぱら，彫刻の目・鼻・ロ・手足などの

細部からのデッサンをほじめ，次第に全身像や群像

を写すというやり方で，古典研究に没頭しました。

こうして，1775年から1780年に帰国する迄の，足

かけ6年間にわたる勉強の結果を，世の中に発表し

たのが，この作品です。このスライドほ画面右はし

の部分で，二人の姉妹が兄弟達が戦場におもむくの

を，なげき悲しんでいる場面です。二人の人物の姿

かたちを見ると，まるでギリシア・ローマの彫刻作

品に色をつけたように感じますが，前にも述べた通

り，ローマ彫刻の影響を見るべきでしょうし，その

古典的作風の中に，あの乱れ切ったロココ形式に対

する批判が読み取れます。そして，この作品により，

彼ほ一躍，古典派の首領，新しい様式の開拓者とし

ての位置を決定されました。
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（27）ダヴィド「息子たちを処刑した後で，わが家に帰ったプルートゥス」

「ホラティウス兄弟の誓い」

の6年後，つまり，革命の前

夜ともいえる，1789年に描い

たのが，この「息子たちを処

刑した後でわが家に帰ったプ

ルートゥス」の作品です。ギ

リシア・ローマ時代の歴史に

興味を持った彼ほ，次々と，

この時代をあつかった作品を

描きますが，「ソクラテスの

死」「パリスとへレネ」など

ほ皆，この頃の作品です。こ

の長い題名の「ブル【トウス」

の絵ほ，ローマの第一執政官だったブルートウスが，謀叛を企てたわが子を，ローマの自由を護

るために処刑して，我が家に帰った所を表わしたものです。すでに戸外には，処刑された息子が

う室ばれて，その足の部分が見えています。息子の死骸の下の影の部分には，物思いに沈んだ父親

が坐っており，右はしにほ，大きなかなしみでこれを仰える，母親や姉妹達の姿が感動的に措か

れています。これらの英雄的な題材が，この革命期の時代にあって，多くの市民達に，どれ程の

深い感激をもって，仰えられたかは充分に想像できましょう。

（28）ダゲィド「マラーの死」

ダブィドは革命が始まると，革命軍に身を投じ，

前に見たように処刑場に行く，後手にしばられたマ

リー・アントワネットのペン画を措きます。そして，

革命党の中で最も勢力のあるジャコバン党員になっ

て，ギリシア・ローマ的主題から，

と，絵画の作風を変えて行きます。

題にした作品の中で，「ジュ・ド・

「ジョセフ・／ミラ」と，このスライ

革命的な主題に

殊に，革命を主

ポームの誓い」

ドの「マラーの

死」ほ有名です。「マラーの死」ほ，彼の全作品の

中でも，「ナポレオンの戴冠式」と共に大傑作の中

に数えられています。有能な革命の旗頭の一人であ

るマラーほ，いそがしさの余り，いつでも，風呂の

ゅで書類を書いていましたが，或る日，反対派の闘

士である，シャロット。コルディーという女性率命

家に風呂場で刺されて，殺された場面がこの絵で

す。左手に紙を持ち，右手に羽ペソを握りながら，

浴槽の中でねむるように絶命しているマラーの顔付

ほ，一度見たならば，忘れる事のできない強烈な印

象を私達に与えます。心臓の部分にほ，かすかなキ

ズ跡が見え，左下の床には，血のついたナイフが落

ちています。
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（29）ダヴィド「レカミニ夫人像，部分」

ジャコバ／党の党主であるロベスピエールが，余

りの恐怖政治を行なったので，遂にほ彼もギロチン

によって首をはねられてしまいますが，そのロベス

ピエールと仲の良かったダブィドも牢獄の中で，短

かい期間を過します。しかし，ナポレオンの登場と

共に，彼ほ「わが英雄を見よ」と叫んで，今度はナ

ポレオンの宮廷画家になります。歴史家は，ダゲィ

ドのこういう変化を，転向とか，変節とか非難しま

すが，作品についての非難ほ見当りません。それ

ほ，彼が余りにも，絵画の天才だったからです。こ

のスライドほ，長椅子に横たわりながら，上体を起

しているレカミュ夫人の顔の部分です。混乱を極め

た革命も終りに近づき，やがて，ナポレオンの帝政

も生れようとする1800年に，この作品が描かれまし

た。一般大衆は，この健康で，飾り気が無く，しか

も，優雅な作品に，惜しみない拍手を送り，ダブィ

ドほ，ナポレオン時代になっても，当代第一級の画

家として，又，ナポレオンの宮廷画家として，その

名を欲しいままにしました。

（30）

ダダイドの名が出てくる

時，「ナポレオンの戴冠式」は

必然的に頭に浮んできます。

この不朽の名作ほ，現在パリ

のルーブル美術館にあって，

連日多くの人々の賞讃を受け

ています。高さ6m余り，横

ほぼ9m以上の，この大作の

前に立つ人々ほ，ダダイドの

恐るべき構成力と，細部にわ

たる描写力に舌を巻く と共

に，世界最初の勝れた記録画

の前に立ったという感動に，

身が引きしまるのを感じるで

しょう。ルーブル柔術館にほ，

ダヴィド「ナポレオンの戴冠式」

ヴェロネーゼの「カナの結婿」の大作がありますが，この「戴冠

式」の絵と共に，ノレーブルが誇る二大作品といえましょう。本当の題名ほ，「1804年112月4日，

パリのノートル。ダム聖堂における，教皇ピウス7世によって行なわれた，ナポレオン1世の聖〝

別式」というのですが，一般には「ナポレオンの戴冠式」と呼ばれています。ダダイドほ，この

戴冠式に出席してデッサンを取り，又，後に，ナポレオンや多くの出席者のスケッチをし，そカl

ぞれの人物に肖像画的な写実的性格を充分に持たせながら，この大画面の中に，その歴史的事件

の意味と，群像とを，巧みに整理して描いています。
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（31）ダヴィド「ナポレオンの戴冠式，部分I」

ナポレオンを中心にした画面がこのスライドで

す。古典様式に改装されたノ叩トル。ダム寺院で行

なわれたこの戴冠式ほ，歴史的の大事件であると共

に，美術史上においても，きびしい自然観察に従っ

た古典派絵画の決定版が完成されたという，大きな

意味を含んでいます。画面右側の祭壇の前に，聖職

者にかこまれて，黄金色輝く帽子を頭にのせた教皇

ピウス7世がおり，その前には，金でできた月桂冠

を頭にいただいたナポレオン1世が，皇妃の冠を両

手に捧げもっています。つまり，この場面は，ピウ

ス7低から戴冠の式を受けた後のナポレオンが，み

づからの手で，皇妃ジョセフィーヌの頭に冠をのせ

ようとしている所です。ナポレオンの前にほ，ひざ

まずいたジョセフィーヌが居るのですが，このスラ

イドでほ見えません。大革命後に生れ変ったフラソ

スの，栄光に輝く瞬間を描き出した，この大画面の

中に居列らぶ人々の肖像は，すべて，誰彼と名前を

知る寒ができるように，真実味をもって措かれてい

ます。

（3望）ダヴィド「ナポレオンの戴冠式，部分Ⅱ」

ダダイドほ，この絵を1805年12月に着手し，1807

年にわたって約1年間程で措き終りましたが，その

間，ナポレオンは，彼のアトリエに足を運んで，未

完成の作品を見学したそうです。このスライドの場

面は，ひざまずいたジョセフィーヌのうしろにあっ

て，彼女の赤いビロードの打掛の裾をもっている，

二人の女官を中心にした所です。この女官の上には，

将軍たち，そのうしろには宮廷の要人たちが居りま

す。その他，このスライドにほ見えませんが，ナポ

レオンの母親と，その兄弟や家族たちの姿が見え，

私達ほまるでその場に居あわせたように，荘厳な感

じに打たれながら，これらの山のような群像を眺め

ます。つまり，こめ作品ほ，ローマ帝国を模範にす

るナポレオンと，ローマ古典にあこがれるダブィド

の二人の夢の実現で，ナポレオンはダブィドに夢の

実現する光景を与え，ダゲィドほその光景を実現さ

せた絵画をナポレオンに送ったわけです。しかし，

ナポレオンほ，ワーテルローの敗戦を最後に，1816

年，セント・ヘレナに流され，ダブィドもナポレオ

ンの敗北と共に，ブリュッセルに亡命し，この地で

76才の生涯を終えました。
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（33）アングル「浴女」

アングルは17才で生れ故郷のトウールーズからパ

リに出，ダブィドの弟子になりました。ダゲィドか

ら古典的絵画様式を身につけて後，26才から約10年

間，ローマに留学してすっかり古典派の巨匠になっ

て，師ダダイドのあとをつぎました。このスライド

のルーブル美術館にある「浴女」ほ，ローマに留学

中のrF品で，当時パリでほあまり評判の良くないも

のでした。別名として「ヴアルパソソソの浴女」と

いわれていますが，これほ，最初の所有者がグアル

パソソソという人だったからで，彼がこの絵を買っ

た時400フランだったそうですが，後，ルーブル美

術館が，イザーク・ベレイルという人から買い取っ

た時6万フランになったといわれています。当時の

不評ほ，光線の当たり方が裸体の左・石から釆てい

るので，おかしいといわれましたが，今日では，そ

の点について全然問題はありません。彼の作品の特

色ほ，技法が周到な用意によってなされているにも

拘らず，細かい描写が決してうるさくならないよう

に仕上げられている点で，のびのびとした裸体の芙

しさを，背中から美事にとらえています。

（34） アングル「泉」

レオナルド・ダ・ピンチの「モナ・リザ」などと

共に，一般に知れ渡っているのが，このアングルの

「泉」です。この主題に似た彼の何校かの作品があ

りますが，やほりこの絵が一番立派です。劇的な表

現をさけて，あくまで単純素朴な理想的形式美の中

に，人物を安定させています。大きさほ，丁度，人

物が実物大に措かれ，淡い調子の中に，まるで単色

で表現したような感じに描かれています。裸体以外

のものといえば，背景や下に見えるわづかな植物と

手に待った黄土色の壷だけで，題名の「泉」の根元

ともいえるこの壷からほ，その水が滴れる事なく，

豊かに流れています。そして，この作品で殊に感じ

られる点ほ，その風格の高さで，これ程け高く，水

々しい裸体画ほ他に頸を見ません。この絵が完成し

たのほ1856年ですが，彼がこの絵に着手したのほ，

それより36年前のフィレンツェで，その後，未完成

のままアトリエに置いてあったものを，5人の買手

がついたので，この絵を完成させ，5人が抽我をし

て，デューシャーテル伯爵が手に入れました。現在

でほルーブル実術館にあります。
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（35）アングル「イネス・モワトシェの肖像I」

裸体画の大家であったアングルほ，肖像画の大家

でもありました。多くの立派な肖像画の中でも，こ

の「イネス・モワトシュ夫人」の肖像鍬よ特に名高

いものです。紫色の壁の前に立った人物の，気品に

満ちた姿にほ圧倒的な迫力があり，ワシントンのナ

ショナルギャラリーにある名作の中でも，一きわ抜

きん出て見えます。同じ古典的な手法でも，彼の先

生のダダイドがローマの古典を尊重したのに対し，

アングルほむしろ，ルネサンス期の優莫なラファェ

Pの古典を参考にしています。そして，このラファ

エロ式をもっと純化して清らかなものに仕立てあ

げ，よごれたもの，けがれたものを一切受けつけな

い，きびしさを加えました。又，彼ほ，対象の中に

含まれる糞しい曲線を引出すのが得意で，この肖像

画でも，額から両頼に分けられた髪の曲線，両肩の

曲線，黒いドレスの胸く小りの曲線などです。このよ

うに単純化された曲線によって，画面に一種のすっ

きりした張りを与え，見る人に，快感をとも似た小気

味より楽しさを示して呉れます。

（36）アングル「イネス。モワトシェの肖像Ⅱ」

今の「モワトシュ夫人」の肖像を描いてから3年

を経た後，アングルほ，彼女のもう一枚の肖像画に

取り掛ります。そして，この作品ほ二年かかって完

成しました。ほじ軌 夫人と彼女の娘が一語に描か

れていましたが，後，消されてしまいます。これほ，

娘が成長してしまった事に原因があるといわれてい

ます。この作品ほ，彼の最も円熟した頃のもので，

政府から，レジオン。ドヌールの最高の勲賞をもら

い，功成り名を遂げた頃のものです。アングルの作

品の特徴として，色彩の数を或程度制限して，端正

に仕上げたものが多い中で，この作品ほかなり例外

的なものです。美しい褒の豊富な夜会服を身にまと

って椅子に腰掛けたモワトシェ婦人ほ，かなり動き

をはらんだポーズを取っています。自と育と赤の，

極めて装飾的な衣服が，額や肌の部分の古典的な感

じとうまく調和して，今迄にない作風を生み出して

います。殊に，衣服の模様の描写には苦心のあとが

うかがわれ，一つの形式を高める手段として，その

形式を打破ろうとするアングルの気迫を，そこに感

じます。

〟199一



（急了）ドラクロア「ミソロンギの廃城に立つ瀬死のギリシア，部分」

ダブィドからアングルによって完成された古典主

義は，一般大衆の中に，高い評価を勝ち取る事に成

功して，ロココ末期の退廃し，くずれた形式は，世

の中の移り変りと共に一掃されました。しかし，莫

術の形式は一つの所に安住するのをゆるしません。

この古典派も，次の世代にその位置をゆずる時が来

るのです。形を整える事だ桝こ力をそそぎ，戯刺と

した実感を失った古典派に対し立上ったのは，ジェ

リコーという画家でしたが，その形式を完成させた

のほドラクロアです。この作品ほ，ドラクロアが30

才の時に措いた作品の部分で，ギリシア独立戦争に

関係する物語を表現しています。ギリシアのミソロ

ソギの町は，2度にわたるトルコの攻撃をしりぞけ

ましたが，1825年，3度目の攻撃に対しては，兵隊

も市民も街く小るみ戦って，遂に敗北してしまうとい

う事実を主題にしたのです。この女性ほ，敗北した

ギリシアを象徴したもので，ミソロソギの町の廃墟

に立っているその姿が，当時のギリシアの悲愴な姿

として表わされています。ここにある力強い顔付

ほ，優雅な古典主義時代には，全く見られなかった

ものです。

（3針

ゆれ動くような形と強烈な

色彩による，ドラクロアの作

品が次々と発表されると，彼

に対する批難の声がフランス

中に満ちあふれて釆ました。

そして，これも，ギリシア独

立戦争に主題した「キオス島

の虐殺」が発表されるに及ん

で，ほじめ彼を支持していた

グロという画家が，「これは，

’ぐぐキオス島の虐殺’フでほなく，

態画の虐殺」と叫びました。

1827年に発表した，このスラ

イドの「サルダナパールの死」

ドラクロア「サルダナパールの死」

も，さんざん不評を買った作品です。題材ほ，バイロンの詩から取ったもので，アッシリアの王

サルダナパールほ，余りにも栄華を極めた生活を送ったので，最後にほ反乱軍の手によって，亡

ぼされるという物語です。反乱軍に襲われ，すっかり城を包囲された王は，自分の身近かにある

人々，愛馬や，愛犬に至るまでのすべてを家来に殺させ，最後には火を放って，その炎の中で死

んで行く場面がこの絵です。作品ほ現在，パリのルーブル芙術館にありますが，その動きのある

色彩に見入る見物人ほ，そこに古典派とほ全く異なった，偉大な価値感を見いだすでしょう。
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（39）ドラクロア「サルダナパールの死，部分」

「サルダナ／ミールの死」の中心部に目を近づけて

見ましょう。この部分ほ，最も私達の目を引く部分

で，家来が裸体の女性をとらえ，首すじに短刀を突

き刺そうとしている残虐な場面です。画面上の方に

ほ，王の寝台のほしがあり，寝台の下の方にほ，倒

れた女性が横たわっています。寝台の赤に対して，

人体のうす桃色や，その間に点在する，紺や青・緑

などの色彩は，今日見ればそれ程でもあり ません

が，当時にあっては，人々をアッと繁ろかせる程の

ものをもっていました。今迄の古典派に見られる安

定した静かな莫しさほ全く破られ，そこにあるのほ，

広い画面一杯にみなぎる強烈な振動でした。当代随

一の批評家ドレクリューズほ，声を高めて，「これ

ほ芸術に対する侮辱だ」といい，又，「線と色彩が

みだれている」と批難しました。しかし，今日に於

てこの作品ほ，ロマン主義という主張を，最も高ら

かに唄い上むヂている，大規模な傑作といえます。そ

して，彼の作品ほ，その後，止まる所を知らないか

のように，次々と発展し展開して行くのです。

（舶）ドラクロア「バリケード」

ドラクロアほ，「私は現代

の事柄に対してほ，一向に共

感をもっていません。今日の

人達が夢中になっている思想

ほ，全く私には無縁なもので

す。私の愛好するものほ過去

です。近代の題材はつまらな

いし，風俗ほ貧しくて取扱い

にくい。」といっています。

その為，彼は題材を音の物語

の中に求めて，ギリシアの話

や，東洋的な主題や，キリス

ト教の聖書の物語を多く描い

たのでした。しかし，例外も

あります。このスライドは，その例外の中に入る作品で，1830年7月28日に起った，フランス

7月革命をあつかったものです。この絵は，革命の翌年に措かれたもので，ほぼ中央のフランス

国旗を待った自由の女神に導かれて，銃を持った民衆が進撃しているありさまが，それです。硝

煙にかすんで見える，右側のノートル・ダム寺院を背景に，死骸の山を乗り越えて進む人々が，

やがて勝利を収める事を暗示するように，美しい女神をきわ立たせています。女神の左側のシル

クハットの男の顔が，ドラクロアに少し似ているので，彼も共和党員かといわれますが，それほ

j間違いです。
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（41）

ドラクロアほ，文学と音楽

を大変好み，殊に文学では，

シエクスピア。バイロン・ス

コット・ゲェテ・アリオスト

などに陶酔し，彼の幻想的気

質を高めていました。バイロ

ンの，詩に対して措いた作品

ほ多くありますが，このスラ

イドの「ドン・ジュアンの難

破」は，バイロンの詩「ドン・

ジュアン」の第2番目の歌の

中の，74節から75節の物語に

ヒントを得たものです。1841

年のサロンに出品された時に

ドラクロア「ドン。ジュアンの難波」

ほ，単に「難破」という題名がついていましたが，後に彼自身，バイロンの詩から引用したとい

っているので，今日でほ「ドン・ジュアンの難破」といわれています。船が難破して，ボートで
流さヌlている人々が，いよいよ食物が無くなり，誰かを犠牲にしてこの困難を乗切るため，皆が

クジを引いている，恐ろしい瞬間をあつかったものです。ボートの中央に腰掛けた人物ほ，両手

でしっかりとクジの入った帽子を握り，一人の男の手がその帽子の中から，クジを取出そうとし

ている所です。嵐のあとの不気味な空が，このありさまを象徴するかのように，低くたれ込めて

います。

（冬2）ドラクロア「狂えるメディア」

一般大衆と批評家から，さんざん悪口を浴びせら

れていたドラクロアも，1833年以後ほ政府から次々

と，多くの註文を受けるようになりますが，それほ

当時，有力な政治家だったティエールの庇護によっ

たものといわれ，又，血縁関係にあったといわれる，

クレーランの政治力によるものだと，今日考えられ

ています。衆議員の国王の間，ブールボン宮の図書

館，リエクサソブール宮図書館，ヴェルサイユ宮殿

中の壁画，そして，サン・シュルピース教会の装飾

壁画等があります。このスライドほ，最後の教会装

飾画を描いている頃の作品ですが，壁画でほなく布

に措いた油絵です。この「狂えるメディア」の物語

は，次のようなものです。コルキスの王の娘に生れ

たメディアは，魔法に通じたイアーソンと結嬉して，

二人の子供を得ますが，その後，イアーソソがつめ

たくなったのをうらみ，二人の子供を盗み出して殺

します。追手を逃れて岩蔭まで来て，きっと後を振

り向いたメディアの姿ほ，ロマン派絵画にふさわし

い，凄味を帯びた美さに満ちています。
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（43）ドラクロア「アトリエの一隅」

ダゲィド，アングルなどの古典派の出発が，イタ

リアの理想主義にあるとすれば，ドラクロアのロマ

ン派の出発は，フランドルの庶民主義といえましょ

う。ドラクロアが影響を受けたのほ，ルーペソスの

躍動感であり，レンプラントの粘っこい写実といえ

ますし，その後影響を受けたフランスのジェリコー

の動きと，イギリスのコソスタブルの色彩です。フ

ランス革命の終る頃，つまり，パリ郊外のシャラン

トンで生れたドラクロアは，後，／ミリに出ましたが，

家がせまい為，アトリエを別に借りなければなりま

せんでした。1829年，31才の彼ほ，今迄住んでいた

ショワズール街15番地の家を引きほらって，ノート

ル・ダム寺院の良く見える，グォルテール街13番地

の建物の6階に移ります。この作品ほ，そのアトリ

エの一隅を描いたものですが，彼のするどい現実観

察とすく“メlた写実力ほ，理想的な描き方を全く行な

わず，私たちがあからさまに物事を見つめる，あの

其蟄な態度にあふれた作品になっています。このよ

うな物の見方ほ，古典派からロマン派に続き，そし

て，次の絵画の形式である写実派を育てる方向を形

造って行きます。

（舶）コロー「シャルトルの大聖堂」

時代が次第次第に現代に近づくにつれて，絵画は

もったいぶったものでほなく，私達の身近かなもの

に近づいて釆ます。古典派の上品で端正な形から，

ロマン派の躍動感に移り，そして，このコローの風

景画のように，少しも大げさでなく，私達がいつも

目に触れる事のできる場面へと，その対象が限られ

て釆ます。コローほパリの裕福な家庭に生れました

が，このロマン主義と写実主義の時代にあって，自

然にあこがれ，フランス国内ほ勿論のこと，イタリ

アには数回施行をし，さんさんとした明るい太陽に

輝く古代建築や，風景を多く措きました。彼はパリ

郊外のバルビゾンに住んでいましたが，ここに定住

していたのでほありません。彼にとってほ，探する

各地がそのまま，彼の故郷であったといえましょう。

ミレーなども，バルビゾンに生んでいたので，彼等

をバルビゾン派の画家といいます。この作品ほ，パ

リに近いシャルトルにある大聖堂を描いたもので，

そこには少しの気負った所がなく，私達が日頃眺め

る風景が展開しているのに過ぎません。又，そのた

めにこそ，コローは19世紀における最も偉大な風景

画家の一人に数えられています。
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（45） コロー「真珠の飾りをつけた女」

この作品は名実共にコローの代表作です。73才に

なった画家の撃とほ思えない水々しいこの絵画は，

現在ルーブル美術館にありますが，沈んだ上品な色

彩といい，その庶民的な人物の姿形といい，そこに

ほ，私達の身近かな人物が，ただそこに居るだけだ

という，親しみの感じを人に与えます。この作品は，

ベルト・ゴルトシュミットという女性に，レオナル

ド。ダ・ゲインチの「モナ・リザ」と同じポーズを

取らせて措いたものです。しかし，イタリアの巨匠

に対抗するという気持ではなく，ポーズのもつ美し

さを，率直にまねたものでしょうし，又，「モナ・

リザ」のような紳密画風でほなく，仕上げも，如何

にも自然にできています。この絵の題名ほ「真珠の

飾りをつけた女」となっていますが，実ほ額の上に

ある，木の葉の飾りが落す影を，彼の人々が真珠と

見あやまって，この題名になったものです。コロー

の音楽好きほ有名で，いつもロから歌が絶えなかっ

たそうですし，モデルにも，ギタ叶やマンドリンを

持たせた肖像が多くあります。まるでこの少女も，

コローの口ずさむ歌を聴きいっているかのように，
静かな雰囲気をただよわせています。

（冬6）ミレー「スープ」

コローと共にバルビゾンに住み，貧困と闘いなが

ら，その一生を働らく農民を措く事に捧むヂたのがミ

レーです。都会の繁栄をよそに，昔ながらの労働に

明け暮れる農民の生活が，彼の心の中にひそむ農民

の感性をゆるがしたにちがいありません。ミレーに

取ってほ，額に汗してパンを得る労働こそ，直実な

人間の運命に外ならなかったのでしょう。1850年か

ら60年にかけて，彼の最高の傑作「棲まく人々」や

「落穂ひろい「「晩鐘」が生れますが，この作品ほそ

の直後に措かれたもので，「スープ」という題名が

ついています。農家の若い母親が，生れたばかりの

赤ん坊をひざの上に乗せて，スープを飲ませようと

している場面です。右手に持った，スープをすくっ

たスプーンに，ロをつけて静かに吹きつつ冷してい

る母親の真剣な顔付に対し，赤ん坊ほ大きな口を開

けて待っています。このような庶民的でうるわしい

表現ほ，作者自身が農民の体験を持ち，その体験を

通じて制作に深く入り込み，これを内的に支えなけ

れば，とても表現されるものでほありません。
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（節）ドーミニ「セーヌ河の洗濯女」

ドラクロアのロマン主義的絵画から，コロー，ミ

レーの写実主義的絵画への移り変りを考えて見る

時，ドラクロアが現代を無視して，過去を美化した

のに対し，コロー，ミレーが現実を素直な心で直視

している寒が分ります。ドーミュほ，自然を直視す

るだけでなく，もっと深く社会の裏面にまで，その

限を向けようとした画家です。つまり，自分の周囲

の現実に鋭く迫り，その社会との対決の中に，自己

の情熱を燃やしました。そこで彼ほ，絵画だけでな

く，政治を諷刺した漫画を多く措き，「カリカチュ

ール」紙などに発表しました。このスライドほ，ノ㌣

－ブル美術館にある，彼の小さな油絵作品です。ド

ーミュほ，セーヌ河の中にある小さな島（イル・サ

ン。ルイ）に一時，質素な部屋を借りて住んでいま

したが，これほその頃の作品です。夕焼けが空を染

める頃，セーヌ河から上って釆た洗濯女の母と女が，

影のように形をくっきり浮ばせながら，手をつなぎ

合っているさまです。庶民的な哀愁のただよう傑作

ですが，これと同じ作品は三枚あります。ルーブル

黄術館にこのほかもう一枚があり，ニューヨークの

メトロポリタン芙術館にあとの一枚があります。

（冬8）クールベ「石割」

ドーミュと仲の良かったク

ールベは，絵画の中にほじめ

て，「レアリスム」即ち，写

実主義の名称を持込んだ画家

です。つまり，今迄の観念

で措く絵を止めて，現実だけ

を表現する絵画を指している

のです。ドレスデソにあるこ

のスライドの「石割」につい

て，彼ほ友人宛の手紙でこう

のべています。「風景を描く

為に，車でサン・ドニの城に

向かうと，メジュールの近く

の道端で石を割っている二人

の男を見て，立ち止ってしまった。悲惨というものをこれ程，完全に表わしているものに出会う

のほ珍らしい。こうして，わたしの頭の中に一枚の作品が浮かび上った。翌日，彼らをアトリエ

に連れて釆て，制作に取り掛った。」この絵を見ると，コローやミレーの写実主義すら，一種の

甘い作品に見えてくる程で，そこにあるものは，唯一つの現実だけです。1855年の／ミリ万国博覧

会に，「埋葬」と「アトリエ」という絵を出品しましたが，それらの作品ほ，受取る事を拒絶さ

れました。そこでクールベほ，／ミリ‾のそソテーニュ通りに小屋を立てて，彼の作品40点を一堂に

列べ，博覧会に挑戦して，展覧会を開催しました。
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（各9）クールベ「エトルタ海岸」

今のべた有名な個展のカタ

ログの中で，クールベは「自
分の時代の風俗等を，自分の

見方によって表現し，画家で

あるだけでなく，人間である

こと，一言にしていうならば，

生きた芸術をつくること，そ

れが自分の目的である。」と

のべています。このスライド

の，南フランスの「エトルク

海岸」を見ても，それは生き

た人間の限がとらえた，生き

た絵画である事が分ります。

今迄の詩的で観念的な絵画

ほ，もう遠くにかすんでしま

い，現実が目の前に大きく拡
がって来るように感じられます。「私ほ見えるものしか描かない。だから，天使は措かない。」と

言明した彼の考えほ，絵画の世界を，視覚の世界に限定した事であり，その後の近代絵画に与え

た影響は，はかり知れないものがあります。即ち，外光を浴びながら，自然をそのままに眺めた

態度から，遂に印象派の画家が生れた事です。クールベほ，1871年のパリ・コミューンの革命に，

コミューン派として参加しました。そして，グアンドーム広場に立つ，ナポレオンの彫刻のつい
た記念柱を倒した事件に関係したので，革命失敗後，サント。ベラ巾ジュの牢獄に入れられまし

た。後，スイスにのがれ，遂にほ，1877年トウール・ド・ベイルツで，さびしくその生涯を閉じ
ました。

（50） タイトル「フランス革命と美術」終

今迄，ルイ王朝の優雅なロココ趣味の絵画から，

フランス革命によって，その形式ほ古典的なものに

戻り，次にほ又，動きのあるロマン主義的なものに

なり，そして，遂にほ，真実を見つめる写実主義絵

画に至る道を，偉大な画家の手になる絵画を通じて

見て来ました。私達は，絵画ほ単に，その画家の創

造力によってのみ創られると思っていたかも知れま

せん。しかし，それほ唯，部分的な創造で，全体の

大きな流れは，やほり，社会的変動と共にあるとい

う事が，このスライドで理解できたと思います。別

の言葉を借りれば，社会的環境が芸術を設定し，個

々の画家は，その環境の中で最も充実した作風を創

造して行くのです。ではこれで，「フランス革命と

美術」のスライドを終ります。
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第三節 実践例「日本の美術」申より「唐招提寺」

「唐 招 提 寺」

内容タイトル（作品）

1磁表芸」（金堂）
2 平城宮二址

18 唐招提寺金堂 35 唐招提寺講堂仏頭

19 唐招提寺金堂鶴尾 36 唐招提寺舎利殿

3 東大寺遠望 20 唐招提寺金堂軒下 37 唐招提寺礼堂

4 東大寺大仏殿 21唐招提寺古代瓦 38 唐招提寺宝蔵

5 東大寺大仏殿入口 22 唐招提寺金堂側面より 39 唐招提寺鐘楼

6 東大寺本尊盛会都仏像 23 唐招提寺金堂内陣 40 唐招提寺ヲ戌壇跡

7 東征伝絵巻1 24 唐招提寺金堂本尊 41唐招提寺東塔跡

8 東征伝絵巻2 25 唐招提寺金堂薬師如来像 42 唐招提寺旧開山堂

9 東征伝絵巻3 26 唐招提寺金堂千手観音像 43 唐招提寺芭蕉句碑

＼

10 東征伝絵巻4 27 唐招提寺金堂梵天像

11東征伝絵巻5 28 唐招提寺金堂帝釈天像

44 唐招提寺御影堂

45 唐招提寺御影堂鑑真像

12 東征伝絵巻6 29 唐招提寺金堂持国天像 46 唐招提寺御影望鑑真像部分

13 東征伝絵巻7 30 唐招提寺金堂増長天像 47 唐招提寺鑑轟廟への道

14 東征伝絵巻8 31唐招提寺講堂 48 唐招提寺鑑真廠

15 唐招提寺南大門 32 唐招提寺講堂本尊 49 唐招提寺帰り道

16 唐招提寺金堂遠望 33 唐招提寺講堂薬師如来像
50窟品妄」（金堂）

17 唐招提寺南大門勅額 34 唐招提寺講堂如来形立像
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（1）タイトル「唐招提寺」（金堂）

奈良にある唐招提寺の名は，余りにも有名です。

あの雄大な金堂に相対した時，私達ほそこに絢爛と

した天平文化の粋を，すべて見るような気がしま

す。しかし，それと同時に，寺の名前の上に中国の

唐の名をつけた，異国趣味にも注目するでしょう。

これには深い理由があります。つまり，この寺を開

いた人物こそ，唐の国から，みづからの命をかけて

来朝した，鑑真和上だからなのです。唐招提寺の招

凝という意味は，仏のもとで修業する人々の集まる

場所という意味ですから，ここほ，中国唐のお寺と

いう名の寺院であるわけです。

これから，唐招提寺についてのスライドを見て行

きますが，この事は，とりもなおさず，鑑真和上の

一代記に及ぶと共に，天平時代の歴史的事実の進行

に，関連づけられていきます。私達の歴史のネジを

ユ200年前の時代にさかのぼらせて，このスライドを

鑑賞して見ましょう。

（2）平 城 宮 址

最近，平城京跡の発掘が，

盛んに行なわれるようになり

ました。発掘につれ，新しい

事実が次々に発見されていま

すが，．当時の建物のありさ

ま，文化の状態などほ，絵巻

物や歌などによって，私達が

わづかに知るばかりです。し

かし，唐招提寺にほ，失なわ

れた形が厳然として存在して

いるのです。このスライド

は，近幾鉄道西大寺と奈良と

の中間の線路より，北に面し

た所にある，平城京の中心ともいうべき平城宮殿の跡です。この宮殿ほ，平城京の北のはし中央

にあり，ここを中心にして，南北には一条から九条までの大通り，東西には各々一坊から四坊の

大通りが作られ，その広さほ大体，東西4キロ半，南北5キロで，お手本になった唐の郡長安よ

りも規模が大きく，当時の人々の意気込みがうかがわれます。奈良の都ほ，和銅三年，西歴708

年，飛鳥地方の藤原京から，ここに移されましたが，以来70余年の問，咲く花の匂うが如くと歌

われたように，栄華を極めました。
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（3）東大寺遠望

平城京にも四年間の空自が

ありました。聖武天皇の御代

に，「なにわ」」くに」「しが

らき」と，あちこちに都を移

しました。その理由ほ現在何

も分ってほいませんが，よほ

どの理由があったものと思わ

れます。しかし，平城京の東

北の端，若草山のふもとに東

大寺の造営が始まって，やっ

と，この地が堂々とした外観

と内容を誇る都になったので

す。現在の奈良の街は，＼昔の

平城京の東に，小さくこぢんまりと横たわっていますが，その中心がこの東大寺です。慮舎郡仏

を安置する大仏殿ほ，勿論，東大寺の中心ですが，何回かの火災にあって，このスライドにある

建物ほ，元禄時代のもので，天平のおもかげを知るべくもありません。天平時代の大仏殿は，面

積にしてこれより四割も大きく，その形の一部ほ，信貴山縁起絵巻に残されています。それにし

てもこの建物ほ，世界第一の木造建築として，世界の人々から，驚ろきと親しさをもって迎えら

れています。

（唾）東大寺大仏殿

奈良の大仏ほ，聖武天皇り

詔勅によって，はじめは「し

がらき」で造りほじめました

が，しばらくたって中止し，

次に，今の場所でやり直しが

始められました。この地はも

と，大和の国の国分寺である

金鐘寺という名の寺があった

所ですが，この仕事が始まる

頃にほ，いつのまにか平城京

の人々によって，東大寺とい

jっれはじめました。つまり，

平城京の東にある大きな寺と

いう程の意味だったかも知れ

ません。そして，その名は遂に正式の名になりました。大仏ができ上る迄ほ，大体四年の年月が

掛りましたが，大仏殿ほそれよりも少し早くでき上ったといわれています。しかし，建物の付属

約な設備がその後何年にも及び，平安朝の時代迄も続いたといわれています。規模ほ小さくなっ

たにしても，現在の大仏殿ほ高さが48m以上あり，屋根の先端に乗った二つの「鶴尾」ほ金色

に輝いて，奈良の街を時睨しています。しかも，唯，巨大であるというばかりでなく，優美で親

しみのあるその建物の中に，中国様式を良くマスターして，日本人の心に触れる様式に転化して
行った，元禄時代の建築家の腕前にかんしんします。
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（5）東大寺大仏殿入口

大仏殿正面に目を近づけますと，この建物の様式

がよく分ります。正面入口上にある曲線の屋根にそ

の特色を良く読み取る事ができます。こカlほ唐破風

といって，元禄時代の門や建物の入口に多く見られ

る様式です。たて，よこの直線の木組の中にあって，

この曲線の屋根は，全体の建物の調子にやさしさと

延びやかさを与え，このいかめしい大仏殿を親しみ

のあるものに完成させています。中に安置されてい

る大仏も，元禄時代のものですが台座と，このスラ

イドに見られる左はしにある銅製の燈籠だ桝ま，天

平時代のものです。この燈籠は大仏殿の前にあるの

で小さく見えますが，そばに居る見物人と比較する

と，その大きさが分ります。この燈籠ほ八角形のも

ので，八つの面には，音声菩薩と唐獅子が交互に浮

彫りによって表われています。音声菩薩ほ，たて笛

や横笛などの楽器を奏でながら，天空に舞っている

ように彫られ，大仏を祝福しているわけです。その

浮彫の素略しさほたとえようもなく，天平時代工芸

品の最も代表的なものとして珍重されています。

（6）東大寺本尊度会那仏像

大仏殿の象徴ほ，勿論，こ？大仏，つまり盛会那

仏像です。慮舎郡仏像とほ光輝く仏という意味で

す。この像の高さほ16m以上もあり，元禄時代大

仏殿再興の時，奈良の鋳物師が造りました。天平時

代の初めのものには及ばないにしても，指一本の中

に人間の体がすっぽり入る程大きいものです。下の

方に見える蓮の花びらを塑どった台座だけほ，二度

の火災にも焼けのこった天平時代のもので，線彫で

表わされた釈迦如来等の彫刻は，この時代を代表す

るものです。天平時代の大仏に一番近い形として，

唐招提寺金堂にある，本尊慮舎那仏像があげられま

す。天平時代，この大仏像が出来上る前に，当時の

政府首班である舎人親王は，栄叡と普照の二人の留

学生に，「今度，お前達を唐へ派遣するについて，

私から一つ績みがある。わが国にほ，まだ戒律が行

なわれておらないので，僧尼の行儀が悪くて困る。

お前達ほ，唐の国へ行ったならば，誰か然るべき戒

律僧を選んで，日本によこしてもらいたい」といい

ます。唐に着いた二人の留学僧ほ，その人物とし

て，当時，揚州，大明寺の有名な鑑真和上を選びま

した。
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（7）東征伝絵巻1

鑑真和上が十二年の年月を

掛けて苦労の末，日本にたど

りついた事を表わした絵巻物

に，「東征伝絵巻」がありま

す。この「東征伝絵巻」を通

じて，鑑真が来朝したありさ

まを，スライドで鑑賞しまし

ょう。このスライドほ，「東

征伝絵巻」のほじめの方の部

分で，画面右から左にかけて，

物語風に話が展開して行きま

す。一番右側にほ，赤い着物

をつけた14才の鑑真が，父に

遜れられて揚州郊外にある大

要寺におまいりにやって釆て，

尊を拝んでから深く感動して，

寺の本尊を熱心に拝んでいる所です。所がこの日鑑真ほ，この本

父に出家して，この寺に入りたいと言い出します。父は，この寺

の智満禅師について禅の修業をした寒があるので，すく“禅師にねがって，子供の出家をたのみ込

みます。それが，画面中央の絵で，同一人物が同じ画面にでて釆ます。そして，画面の一番右側

に至って，少年鑑真ほ頭をそって，愈々僧としての第一歩をふみ出すありさまが措かれていま

す。同一画面に三つの物語を列べて，時間的推移を表わす所に，当時の絵巻物の特色があるので

す。

（8） 東征伝絵巻2

次のこの場面ほ，鑑真が非

ノLな人格であった事を示すも

ので，大明寺に移ってからの

物語です。或る日，大明寺で

大衆に講義をしている際に，

その場にあった石の墓標が光

をはなったという事と，又，

次の説教の時，参集した人々

の中に悪い心を待った老が居

たので，鑑真みづから三つの

顔と六木の手をもった般若仙

に変じて，この悪者を降伏さ

せたという物語を同時に措い

てあります。画面のほぼ中央，堂内右手に，水墨画で措かれた襖を背にして椅子に坐る人物が鑑

真で，黄土色の衣を着ています。彼の前の，白い石塔から光がほなたれ，人々ほ繁ろいてこれを

席んでいるありさまを示しています。画面左側にほ，赤鬼のような般若仙に身を変じた鑑真の姿

があらわされ，そのまわりにほ俗人達が，これをかこんでいます。手前にほ，中国風に大きな岩

が描かれ，中国的ムードを出そうとする，苦心の程がくみ取れます。作者ほ六郎兵衛入道蓮行と

いわれていますが，彼の記録は何も残ってはおりません。
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（9）東征伝絵巻3

日本の二人の留学僧，栄叡と普照ほ，揚州の大明

寺に至って鑑真に偶い，「どうか先生のお弟子の中

で，どなたかにお言いつけになって，日本にお遣わ

しになり，

出ました。

国に向い，

ましたが，

私どもに戒律をお伝え下さい」とねがい

鑑真は弟子達に，「お前達の中に，日本

戒律を伝えるものほいないか」とたづね

だれ一人として，だまって答えませんで

した。鑑真ほきっぱりと「これほ仏法の為だ。何で

命を惜むことがあろうぞ。よろしい，お前逮が行か

なければ，わしが行く。」と叫びましたので，弟子

達ほ繁ろいて，皆お供を申し出ました。そして，色

々の準備をととのえましたが，当時，外国へ渡航す

るのは国法で許されておらず，弟子達の中に，この

事を政府に密告する老が出て，まだ出発する前に，

第一回の渡航は失敗に終りました。このスライドほ，

第二回目の渡航の場面ですが，揚子江が東支那海に

流れる，江蘇省大倉州の浪港で暗礁に乗り上レず，船

が沈みつつある所です。鑑真ほ「うきゆうそう」と

呼ぶ植物でできた敷物の上に坐っていたので，海の

上に浮いており，丁度，画面左上の彼の上にただよ

っています。

（10）寮征伝絵巻4

今の遭難の絵のすく小左にある場面が，このスライ

ドです。この二度目の渡航ほ，軍用船を一隻買い入

れ，僧侶ほ鑑真及弟子，日本の留学僧を入れて17名，

その他，画家，彫刻家，刺繍工，石碑工など，又船

員18名を含めて185名でした。西歴743年12月，

帆を上げて揚子江を東に下ったのですが，道悪く台

風に襲われ，船ほ岩に打ちつけられて，ばらばらに

なってしまい，鑑真以外の人々ほ，寒風の中を海に

投をヂ出まれ，その辛苦ほたとえるものがない程でし

た。この図ほ，命からがら，陸地に逃れようとして

いる人々で，日本に持って行く大切な積荷につかま

って，海中にただよう老や，やっとの思いで陸に上

った者などが描かカlています。海水を飲んで，ふく

れ上った腹をつき出した，如何にも苦しそうな人々

や，海岸にねそべっている人，坐って海水を吐いて

いる人等が，こまかく表現されています。赤や自，

黄色などの行李につめられた日本朝廷への献上品

も，一諸に海岸に打ち上げられており，当時の航海

が，いかに困難に満ちたものであるかを，私達に画

面で知らせてくjlます。
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（11）束征伝絵巻5

すべてを失って，命からが

ら上陸した鑑真と，日本留学

僧栄叡と普照の二人，その他

三十余名の弟子達は，今の折

江省寧波の東200キロにある

阿育王寺に着きました。この

寺ほ，印度のアショカ王が造

った四千塔の一つがあると信
じられた有名な寺で，雪舟の

描いた「阿育王寺」の絵があ

る程です。ここを中心とし

て，又，三回目の渡航を企て

ますが，留学生の栄叡が「鑑

真をそそのかして日本へ行か

せようとしている」という噂

から，彼ほ役人にとらえられ，

第三回の渡航も失敗に終ります。そして，鑑真の一行ほ，この阿育王寺を出発し，天台山に向い

ますが，その途中，国清孝という寺を指して，降りしきる雪の山路を越える場面が，このスライ

ドの図です。この山が非常に高いことは，山の峯がかすみの中に入ってしまい，山頂が措かれて

いない事で明らかです。自一色の中に，樹木の薬も雪の重みにうなだれて，寒々としたこの山路

の趣を，一層きわ立たせています。鑑賞等の一行は皆なみだを流しながら，この苦痛に耐え，こ

の日の暮れ方に，ようやく国清寺に着く審ができたのです。雪景色を措いた種々の絵巻物が多く

ありますが，その中でも，この場面ほ殊に一段と勝れたものの一つに数えられています。

（12）束征伝絵巻6

鑑真達ほ，福州から日本に

渡ろうとして，禅林寺という

寺に至ります。この寺に泊っ

た一行ほ，次の朝，食事をす

ませてから出発しようとして

いますと，不意に役人が追跡

して釆て，一同を逮捕し，第

匹！回目の渡航も，又々失敗し

ます。これほ，弟子の中の霊

祐が役所に密告したからなの

です。ゆるされて，又，揚州

に帰った鑑真たちほ，次の五

回目の渡航の準備に取り掛り

ます。今度の同行者ほ，僧14

名，船員18名などで，西歴

748年6月27日に揚州を出発

しました。船が東支那海に出ると，又しても，方向が思うにまかせず，南方へと黒潮に押し流さ

れ，台湾の東を廻って，ほるか南の海南島に流されてしまいます。この図ほ，その漂流中，水か

無くなり，人々が苦しんでいたある日，栄叡が夢の中で，役人が二人現われたので，「のどが乾

いてたまらないので水を飲ませて下さい」というと，その役人が甘い水を与え，又，「船へ水を

送れ」と雨を司どる老人に言いつけました。すると，その翌日，大雨が降ったのです。この図の

右上にほ，役所の前で役人の話をきく栄叡が描かれており，左下は，船の上で漆塗りのはちを終

って雨を受け取めている，僧達が描かれています。
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（13）東征伝絵巻7

心ならずも海南島に流れ者

いた鑑真の一行ほ，名僧とし

て各地で歓迎を受けつつ，大

陸に渡ってから桂州，江州，

江寧迄至り，ここから揚子江

を下って，第一回目の出発し

た港である揚州に戻り まし

た。しかし，その間，留学僧

栄叡は死に，鑑真も苦労の為

か 目をわずらい，手術の末，

遂にほ失明してしまいます。

鑑真がはるばる海南島から帰

ったときくと，揚州の人々ほ
争って城を出て，水路には歓

迎の舟が一杯になり，両岸の歩道ほ人で埋まったといわれています。その頃，日本でほ天平勝宝

二年，西歴750年藤原清河が，第10回目の達磨便の長として難波より，四肢の船で出発し，翌年，

湯州に鑑真和上を訪ねて，再び日本への渡航をお餅いするようになります。この図ほ，遣唐便の

一行が唐の国に到着したありさま示しており，中央の船の，緑色の屋根の下で上半身の見えない

人物こそ，藤原清河です。この船ほ当時の実在の船を写したものでほなく，ただ唐風の大船とし

てのイメージによって措かれており，又，船員も，その服装は，いづれも中国服を着いているの

が興味あることです。

（14）東征伝絵巻＄

日本の遣唐使の一行が，う

ち揃って鑑真和上を訪ねたと

いう事をきき．「又しても和上

ほ日本に行くにちがいない」

という噂が揚州に広まり，役

人の目ほきびしくなります。

しかし，日本渡航の志を曲げ

ない彼は，西歴753年11月16

日，ひそかに遣唐使の船に乗

り，蘇州の黄油滴から出発し

ました。一行は鑑真和上，留

学僧普照，三人の尼を含めて

24名です。東支那海を東南に

向って，先づ現在の沖縄に着

き，奄美大島，屋久島を経て，九州南端の今の秋目に着きました。ここから船で有明海に入り，今

の佐賀市の嘉瀬に上陸して，筑後川を経て太宰府に入ります。こうして，12年の才月を重ねても，

志を曲げず，遂に鑑真和上らの一行は，西歴754年2月，奈良の都に入るわけです。このスライ

ドほ，東大寺に入った和上に対して，宰相以下政府高官が100名以上，礼拝に集まるありさまを

描いたもので，左はしの上の建物ほ，東大寺南大門の一部です。この図の中に，鑑真和上は見え

ませんが多くの政府高官が，うやうやしく東大寺に乗込んで，和上を一目でも拝もうとする姿勢

が感じられます。
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（15）唐招提寺南大門

奈良の都に入った鑑真和上

ほ，その頃，もうほとんど完

成した東大寺大仏殿の前，金

銅製の八角燈籠のそばに，戒

壇という壇を築きました。聖

武天皇以下四百余人ほ，壇上

に登って，和上から戒律を受

けました。後，この戒壇を大

仏殿の西に移して，戒壇院を

造りましたが，これが現在の

戒壇院です。西歴758年，女

帝孝謙天皇ほ，鑑真に大和上

の号をたまわり，鑑真の名は

日本国中，津々浦々迄もひびき渡りました。翌年，72才になった大和上に対し，勅命によって新

田部親王の旧宅をたまわりました。この場所に，大和上ほ唐招提寺を建てる事にしたのです。こ

のスライドは，唐招提寺の南大門です。荒れはてた南大門をこわして，最近昔に復元して建てら

れたものです。石の階段を上ると，もう何となく天平時代の空間がそこにあるような感じを与え

る程立派なもので，門からはるかに金堂をうかがい見る事ができます。1200年前に鑑真和上の深

い人徳によって建てられたこの建物は，一種の奇跡のような気がしないでもありません。

（16）唐招提寺金堂遠望

現在唐招提寺ほ奈良の郊外

にありますが，当時ほ平城京

右京区五条二坊にあり，首都

の中心街だったのです。そし

て，今日でも，日本律宗の総

本山として仰がれています。

こうして，南大門から金堂を

眺めると，その豊かな量感と

大らかに息をのむ思いがしま

す。所が，この寺にも盛んな

時，衰えた時の長い変遷があ

ります。西山に48の建物を建

てた程盛んだった時代や，鎌

倉時代に覚盛上人の努力によって再び復興した時代や，近世における東塔などの建物が無くなっ

た時代，明治の仏道を廃する運動に巻き込まれた時代などです。今は創建当初程盛んではないに

しても，なお国宝17件，重要文化財200余件を持つ，天平文化の宝庫である事に変りほありませ

ん。唐招提寺のすぐそばにある，有名な薬師寺の絢爛とした白鳳時代の薬師三尊に対し，あくま

でも唐招提寺ほ地味ですが，ここには薬師寺にない大らかさと，豊かさの感情が支配的です。で

は，このスライドでは見えない部分，つまり，南大門の軒の部分にスポットを当てて見ましょう。
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（1了）唐招提寺南大門勅額

この南大門ほ前にものべた

通り，最近造られたもので，

この額は創建当時の忠実な模

造品です。本物ほ木で造られ

ている，この額をよく眺めま

すと′「唐招提寺」の文字が，

右上から下にかけて，二行で

書かれてあります。この文字

ほ，当時男勝りといわれた，

女の天皇である孝謙天皇が，

みづから書かれたもので，こ

れを二本の輪郭線で線彫りし

たものがこの勅額です。創建

当時ほ勿論，音の南大門の，この位置に飾られていましたが，門がこわれたり，くづれたりした

ので，最近迄は，講堂の展示場に飾られていました。このたび，新しいこの南大門が復元される

に及んで，複製をもとの位置である，この場所にかけるようになったのです。このように，勅額

ほ，歴史的な意味をもっているのですから，皆さんも唐招提寺を見学する際にほ，ぜひ，このう

す暗い所にある勅額を見逃がさないようにして下さい。額ほかなり痛み，長方形の輪郭線も凸凹

になっており，又，板が真申から，たてにわれたせいか，木のくさびがはめ込まれています。

（18）唐招提寺金堂

南大門を通り抜けると，眼

前にこの金堂が展開します。

オフが国最大の天平建築であ

り，天平時代の金堂として，

日本に唯一つしかないこの堂

ほ，大地に君臨しているかの

ように見えます。天平時代に

創建された寺ほ，必ずしも少

なくないのですが，その精神

の中心となる金堂が，創建以

来そのまま残されている例

ほ，この唐凝捉寺があるだけ

です。木割りが大きくて，圧倒



（19）康招提寺金堂茫鴇尾

目を金堂の上に向けてみま

しょう。屋根の先端にほ二個

所，魚の尾のような形をした，

「鶴尾」があります。このス

ライドほ，左側の「鶴尾」で

すが，「鶴尾」ほ中国に伝わる

架空の魚の尾をいう名称で，

この形ほ鬼瓦などと共に，尾

根の飾りと魔除けのため，屋

根の先端に乗せられます。唐

招提寺金堂の屋根にある二つ

の「鶴尾」の内，左側のもの

だけは，へ創建当時からのもの
で，1－200年の長い間，この上

空から世の中の移り変りを眺めて釆たわけです。勿論，ほかの瓦ほすべて，後の時代に造られた

ものですし，又，瓦は台風等でさ削ここわされますから，その都度新しいものに変えられ，現在の

ものほ，色々の時代のものが乗せられていると見ねばなりません。屋根の上端の横の線は直線で

すが，右から左に下って行く線ほ，ほんのわづかだけ曲線を帯びています。この曲り方が，それ

程強くもなく，又，弱くもない所が，この屋根を壮大に見せている一つの原因です。「茸三の波」

という言葉があります。つまり，「瓦の波」という意味ですが，この「茸≡の波」という言葉が，

そのまま現在に生かされているのが，この唐招提寺の金堂といえるでしょう。

（20）唐招提寺金堂軒下

金堂の屋根を眺めた後，もっと建物に近づいて，

東南の端から見上シザたのがこのスライドです。屋根

の先端から下ってくる棟木と屋根裏の垂木と，軒ま

わりの組物と，それを支えている柱との微妙な交錯

が，何ともいえない美しさを形造っています。現代

の建物ほ，建物の木組を見せないように努力してい

ますが，この時代のものは，むしろ，木組の組合せ

の内に，その芙しさを出そうと勉めている事が分り

ます。即ち，内部の構造をかくすことなく，あから

さまに見せつつ，しかも，それらが芙しくあらねば

ならないという事は，非常に難かしい事です。しか

も，唯，美しいだけではだめで，それが，力学上，

正しくなければならないのです。この建築物が，力

学上正しいかどうかほ，1200年の才月を経ても，なお

厳然として今日迄，その様を誇っている事を見れば

明らかな事でしょう。屋根の先端に見えるのほ鬼瓦

で，こjlほ，仏を犯かす悪者を，この建御こ寄せつ
けない役目を，もっています。又，鬼瓦の下の方にほ，

銅製の風鈴がぶら下っていますが，これは，装飾的

な意味だけでなく，実際に，当時，美しい音楽を奏

でた事でしょう。
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（21）唐招提寺古代瓦

この瓦は，唐招提寺金堂の

創建当時にのっていた，軒瓦

と鐙瓦です。向って左のもの

が，軒の先端にのせた軒瓦で

す。この図案は，中央に細長

く唐草が配置され，そのまわ

りを曲線と直線で囲み，一番

外側には点が横に13個，縦に

3個づつあしらってあり ま

す。向って右のものほ餞瓦で，

破損していない形が，馬具の

澄に似ている所からこの名前

があります。この図案ほ，中

央に蓮の花びらの開いたもの

を置き，その外側を二重の線で囲んでいます。そして，二重の線の間に20個の点があしらってあ

ります。私達の目からは非常に高い所に飾られたほずのこの瓦に対し，このような華麗な模様を

つけるという事は，今日ではとても考えられない事です。たとえ見えない所でさえも，その仕事

に全力をそそいで愛着を示すような職人の集団が，これらの建物を造り上げた事を考える時，

1200年間びくともしない唐招提寺金堂が存在するのも，なるほどとうなづけます。このスライド

は，唐招提寺の講堂に展示されているものですが，東京上野にある国立博物館の地下室にほ，唐

招提寺に限らず，飛鳥，奈良時代の著名な寺の美しい瓦が展示されています。

（22）唐招提寺金堂側面より

石段を昇って金堂の高い基壇に達しますと，そこ

ほ，吹放ち，つまり，ベランダ風になっており，太

い柱がむき出しに列んでいます。このような構造が，

金堂の美しさに特殊な価値を与える役目を果してい

ます。この吹放ちを通る，冷やっとした凰と，金堂

正面をおおう昔をしのぶ垂幕に，私達の心ほ，早く

も天平の昔に飛んで行きます。気持よく列んだ丸柱

ほ，法隆寺中門や廻廊の丸柱のように，上・【Fが細

くなったエンタシスの形ではなく，上から】F迄同じ

太さになっています。上・下が細く，真申がふくら

んだエンタシスの形は，ギリシア建築にその根元を

見いだしますが，天平のこの建物ほ，それらの影響

から逃れて，中国唐の様式にならったものです。金

堂内部にほ入る事ができませんが，柵越しに内部の

仏像を拝観することができます。内部ほ，このスラ

イド右はしに見えるような，格子の木組で作った一

種の窓でおおわれていますが，正面の三個所ほ，そ

の格子の木組が取り除いてあり，見物人が，内部に

安置されている仏像群を，良く拝観できるようにし

てあります。でほ，私達の目を内部の仏像群に移し

て見ましょう。
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（23）唐招提寺金堂内陣

仏堂の内部の事を内陣とい

いますが，この金堂内陣の天

上にかけて，唐草や雲の飛ん

でいる飛雲の模様が，極彩色

に装飾され，豪華を極めてい

ます。しかし，何といっても，

この金堂の中心ほ，本尊慮舎

郡仏像です。盛会那仏像を中

心にして，左に千手観音像，

右に薬師如来像があります。

又，本尊慮舎郡仏像の前にほ，

脇待として，梵天像と帝釈天

像があり，壇上四隅にほ，持

国天像，増長天像，広目天像，

多聞天像の四天王像があり， 石の須弥壇上は，あふれるばかりの壮観さを示しています。これら

の作品は，すべて天平時代からその末期にかけての彫刻ばかりで，日本の天平彫刻の偉観がここ

に展開しているといえましょう。この寺の仏像ほ，一般にいわれる日本の仏像と比べて，一種異

質な風貌を保っており，鑑真和上に従って釆た唐の僧侶達の造ったものといわれています。又，

たとえそうでないにしろ，中国様式の影響が多く，普通の天平仏とほ，どこか変った趣がありま

す。このスライドで見るように，すべての彫刻は非常に大きなもので，左ほしにわづかに下半身

をのぞかせる千手観音像は，その高さが4m以上もあります。なお，金堂の片隅に大日如来像が

ありますが，これは他の堂から移した客仏です。

（24）唐招提寺金堂本尊

金堂の中心，というより，この唐招提寺の中核と

いえるものが，本尊虚舎郡仏像です。その肉付きの

よい姿ほ，どっしりとして，あたりを圧倒するよう

な力に添っています。しかも，その御目ほ，慈悲に

富んだ形と，私達の心迄見抜くような感じのするど

さとの二つの内容をもっています。この作品ほ脱乾
＼

漆の方法によって造られています。脱乾漆とは，木

や竹などを心にして，漆を塗った布を何校も重ね合

わせて造るもので，中ほ空洞になっています。寺の

記録に，「籠をもって地を造り，上に布13反，漆13

反を重ねる」と記されています。作風ほ天平後期の

典型的な作例で，完壁な体のつり合いといい，安定

した膝の張りといい，充実した内容といい，地味な

がらも天平の名像に恥じない立派な作品です。作者

ほ，鑑真和上の弟子の中国僧といわれていますが，

台座から発見された，日本の作者名などから考えて，

日本の彫刻師と中国の僧との合作であるといわれて

います。高さは約3m40cmの巨像ですが，この形

ほ，今ほ無き，天平期作の東大寺大仏殿の本尊慮舎
郡仏像に一番近いものといわれています。なぜな

ら，創建当時の大仏を写した唯一枚の絵といわれる，

信貴山縁起絵巻に描かれたものと，ほとんど同じだ

からです。又，光背には，864体の小さな化仏が飾
られています。
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（慧5）唐招提寺金堂薬師如来像

次に，目を本尊の右に転じて，薬師如来の立像に

向けてみましょう。この薬師如来像ほ，本尊よりも

大きく，3m80cmに及ぶ大立像です。これも，本

尊と同じように，漆と布を交互にほり合せた乾漆像

ですが，内部に木の芯を入れた木芯乾漆像です。表

面に黒漆を塗り，その上に金箔を置いてあります

が，顔の頼のあたりほ，その金箔がほがれて黒漆の

部分をのぞかせています。何一つ飾りを付けない如

来像で，しかも，これだけの大きさの像ですと，何

となく問の抜けたものを感じるのですが，この像で

は，そのような事が全くなく，大陸的な大らかさ

と，線の太さが私達の心を引きつけてしまいます。

面白いのは，光背で，本尊のものが，多くの化仏を

ともなった豪華なものであるのに対し，この像は，

スライドで見る様に，実に簡単なものです。しかも，

像の下半身の部分は光背に穴があいて，吹きぬけた

ようになっています。こういう点に於ても，これら

の像が，中国風であるといわれる所以かも知れませ

ん。薬師如来像の前にあるのは須弥壇上の四隅にあ

る四天王像の内の一像です。次に，目を本尊向って

左にある，千手観音像に移して見ましょう。

（26）唐招提寺金堂千手観音像

金堂の中で最大の仏像である，千手観音像を鑑賞

して見ましょう。この千手観音像も，薬師如来像と

共に，木芯乾漆によって出来ています。高さほ4m

20cmもあり，見上げるばかりの巨像で，黄金色に

輝いています。普通，千手観音像といっても，千の

手を持っているわけではなく，千という言葉は，「多

くの」という言葉の代りに用いられているのです

が，与の千手観音像ほ文字通り，その言葉のように

造らjイたらしく，42本の大きな手と数百本の小さな

手を含めて，現在ついている手ほ953本あります。

しかもその多くの手ほ，観音像のうしろの左右二個

所でまとめられ，しっかりと固定されています。現

在の如何に勝れた彫刻家でも，このような事が今日

可能であるとは，とうてい思えません。多くの手を

よく眺めて見ると，その手が，色々の物を持ってい

るのが分ります。「蓮の花」を持つ手，「壷」を持つ

手，「人間の頭骸骨」を持つ手もあります。これら

は一体何を意味するものでしょうか。これほ，この

観音像が，何事でも可能な万能の仏像である事を示

すと共に，悩める人を救う為の手をも示していま

す。今度ほ，巨像から目を離して，脇待に目を向け

て見ましよう。
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（27）唐招提寺金堂梵天像

仏像には色々な約束があり

ますが，慮舎郡仏像の側にひ

かえる二つの脇待ほ，梵天像

と帝釈天像です。勿論，この

金堂でも約束通り，慮舎郡仏

の弧一左右にこの両脇待が列

んでいます。このスライドの

像ほ，本尊慮舎郡仏像の右脇

待の梵天像です。大きさほ台

座も入れて，大体人間の大人

の高さですから，左に下半身

だけ見える本尊が，如何に大

きなものであるかが分り ま

す。この像と左脇待の帝釈天

像ほ，衣服が少しちがっているだけで，大体同じ雰囲気の作品です。全体を本彫によって造り，

その上に漆をうすく塗ったものですが，今ほほとんどほげ落ちてしまったので，単なる木彫作品

と見てさしつかえないわけです。やや，沈んだ暗い表情や，衣の処理の方法に平安初期の作風を

感じとれないでもありませんが，まづ天平末期の作品と見るべきでしょう。左手を軽く上げて，

悩める老を本尊虚舎郡仏像のもとに引き寄せる，脇待本来の任務を持ちつつも，仏としての威厳

と力強さに満ちた立派な作品といえましょう。漆の下塗りの胡粉のせいか1全体が大体白っぽく

なって見えます。

（28）唐招提寺金堂帝釈天像

これほ，本尊慮舎郡仏像の

左脇得である帝釈天像です。

今スライドで眺めた梵天像と

ほとんど変りがありません。

強いていうならば，この像が

帯をしめているのに対し，梵

天像は帯をしめていない事

と，この像が右手を上げてい

るのに対し，梵天像は左手を

上げている事だけです。この

スライ・ドでは見えませんが，

二つの像共，台座に蓬の花び

らがあり，花びらの中からぽ

っかりと浮び上ったように造
られています。両像とも，この台座の裏に墨で書いた「いたづら書き」があるのが有名で，馬。

兎などの動物や，色々の形をした人物が，所せましとばかり書かれています。いづれも，この像

を造った彫刻家が，面白半分に措いたものでしょうが，この時代の風俗を知る上にも貴重なもの

とされています。本尊慮舎郡仏像と千手観音像の巨像の問にはさまれ，この帝釈天像ほ，如何に

も小さく見えるのですが，この一つの作品だ桝こ見る目を限定した場合，その木彫の刀さばきの

鮮かさと精神的表現の索略しさに，心を打たれてしまいます。殊に黒漆に金箔を置いた三体の巨

像の中にあって，その白い清らかな体は，より鮮明に私達の心に訴えて釆ます。
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（29）唐招提寺金堂持国天像

四天像は，どの寺の場合で

も須弥壇上の四隅にあって，

仏を護る役目をもっています

が，そのすべては，怒りの形

で表わされています。この像

ほ，壇上の向って右手前の隅

にある持国天像です。左手に

剣を持ち，右手は左腕の上に

重ねてありますが，後世に造

られた四天王像のように，足

1ごに邪鬼を踏みつけていない

し，又，それにしたがって誇

張された動きがないのが，こ

の像の特色です。我国で一番

‾古い四天王像といわれる，飛
鳥時代の法隆寺金堂の天王像

ほ，ほとんど直立の姿勢をとっておりますが，この天平期最高の作品である四天王像は，幾分垂

心が片足に多くかかって，体の動きを内にほらんでいます。時代がもっと下ると，動きはさらに

ほげしくなり，藤原時代の作品である中尊寺金色堂の四天王像では，まるで，悪者に襲いかから

んばかりの動勢を示しています。このように動きの少ない四天王像にも拘らず，左うしろにある

薬師如来立像などが，すべて動きがないので，これらの像ほ，一種の活気をこの堂内に与えてい

ます。この像も，本尊脇待の梵天・帝釈天像と同じように，すべて木彫で造られ，表面に漆を塗

ったものですが，今は接がほげて，単なる木彫作品のように見えます。

（30）唐招提寺金堂増長天像

須弥壇上向って左手前にあ

る，四天王像中の増長天像が

このスライドです。匹「天王像

中，最も動きをほらんだこの

像ほ，右手に長い杖を持って

いるほずですが，杖が破損さ

れて今ほ何も持っておりませ

ん。この重厚な深みをもった

四天像に近寄って見ると，そ

の刀さばきが実に見事であ

り，その点，よほど木彫技術

に勝れた作家の手になるもの

だという事が分ります。衣服

の上に鎧を付けた姿は，勿論，中国の武将のいで立で，当時の文化形態ほ，すべて中国をお手本に

した事が，当然ながら分ります。向って右うしろに見える威圧するような千手観音の巨像に対し

て，この増長天像は，この像独自の動きと，念怒の顔付で俗衆をにらみつけていますが，このよ

うな静と動との対比を，仏教彫刻像の中に試みた，古代の造形家の勝れた思考を考えないわけに

ほ行きません。唐招提寺にほ，ほかの寺では余り見る事ができない程，天平時代の木彫を多く所

蔵していますが，これがやがて，平安初期時代の木彫全盛期に通ずる発端になるのです。
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（31）唐招提寺講堂

このスライドほ，南大門の

裏うしろにある講堂です。こ

の建物ほ，鑑真和上が唐招提

寺を創建するに当って，特に

宮廷が，平城宮の建物の中か

ら東胡集殿を選んで賜わった

ものを移築したものです。現

在の平城宮跡ほ，一つの建物

さえ留めぬ草原になっていま

すが，率い，この建物をここ
に移築した為に，当時の宮殿

を，ここにうかがい知る事が

できるのです。その点，この

建物は鎌倉時代の′補修がある

とはいえ，天平時代の宮殿建

築の参考として，全く貴重な

存在を誇るものといえます。このような立派な宮殿をわざわざ賜わったのほ，鑑真和上が五度の

失敗を物ともせず，六度目に日本に渡航して釆た苦労に報いるためだと思わヌlます。講堂は勿

論，仏教上の学問を伝える場所であって，当時の寺にほすべて講堂がありました。このスライド

でも分る通り，礼拝が目的である金堂とほ，全然建物の造りがちがいます。ベランダ式の吹放ち

もなく，金堂よりずっと平凡な感じに造られています。又，今ものべた通り，もともとこの建物

ほ寺院建築ではなく，宮殿建築であったせいか，金堂にくらべて，異質な感じを人に与えます。

では，講堂内に目を向けて見ましょう。

（32）唐招提寺講堂本尊

講堂にほ所せましとばかり，多くの仏像が列んで

います。唐招提寺に青から伝わる種々の仏像が，こ

こに集められてあるのですが，これは，他の建物が

焼けたり，破損したりした為，そこにあった仏像

が，この講堂に持ち込まれたものです。しかし，こ

の堂内を圧している仏像ほ，講堂の本尊である弥勒

如来の坐像です。この本尊は，鎌倉時代に講堂を大

修理した際に，新しく造ったもので，したがって鎌

倉時代の作品です。大きさは2m80cmもある巨像

で，木彫の上に黒漆を塗り，表面に金箔をおいてあ

りますが之 その金箔も大部分ほがれておらず，光背

を背にして坐しているさまは，実に威厳に満ちたも

のです。又，ひざの裏側に文字が書かれてあり，弘

安10年，西歴1287年に修理したとのべてあります。

前にスライドで見た金堂の本尊慮舎郡仏像と絞べて

見ると，野性味を帯びた点がなくなり，もっと理知

的な感じがしないでもありません。飛天が舞ってい

る光背に示されるような優雅さも，これに加わっ

て，仲々派手にさえ見えます。光背の形も，その時

代時代によって，次々に変化して行きますが，平安

時代以降のものほ，透し彫りのものが多く，この光

背も，透し彫りに彫られています。
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（33）唐招提寺講堂薬師如来像

講堂の本尊弥勒如来像よりも，一般古美術巡礼の

人たちの、関心を集めているのが，これら多くの破損

仏です。これらほほとんど，天平時代のもので，な

ぜこの仏像群が人々に愛されるかといえば，破損し

ているために，その時代の特徴と，特殊な芙しさが

明らさまに示されるだけでなく，むしろ，破損した

からこそ，その時代特有の貴重な資料を提供してい

るからです。又，これらの一群ほ，彫刻史に，特に

唐招提寺様式という形式を設定されて，重視されて

いますが，これは，鑑真和上をほじめとした大勢の

中国僧が，これらの作品に手を加えたからにほかな

りません。このスライドにある薬師如来像も，その

唐招提寺様式の仏像群の一つですが，たしかに，日

本の仏像彫刻とはちがった，大陸的な大きさをもっ

た作品です。木彫の一木彫りですが，様式化した着

衣のひだの彫りといい，童顔のように見える，下ぶ

くれの顔の部分といい，無雑作にも見られるこの大

らかさほ，やはり一風変った感じがします。今は両

腕が取れてしまってほいるものの，平安時代に全盛

期を迎える木彫仏像の前奏曲として，又，伏線とし

て，やほり大いに注目せねばならない作品です。

（3卑）唐招提寺講堂如来形立像

これら唐招提寺様式の仏像群の中で，最も有名な

ものがこの像です。如来像である事ほ分っています

が，何如来であるか分らないので，唯「如来形立像」

とだけ呼ばれています。この美しさにあふれた木造

彫刻は，鑑賞のた捌ここの寺を訪れる人たちの魅力

を一身に集めているほどで，頭もなく，手首も足首

も失なっているにも拘らず，それ程迄に人々に印象

づけられるのは，如何にこの像が勝れているかを示

すものといえましょう。パリのルーブル菓術館にあ

る，「ミロのビーナス」といえども顔がありますが，

この像には顔もないので，まるで現代彫刻のトルソ

にも当るものといえますが，首のない像で，このよ

うに美しいものとしてほ，地下から発掘された，ギ

リシア・ローマの彫刻だけでしょう。このように，

破損した仏像から，忘れられた美を発見するため

に，唐招提寺へ行く人々は，かなりの長い時間を講

堂に用意せねばなりますせん。これらの仏像群はも

ともと，表面に接が塗られたり，金箔がおかれたも

のにちがいありませんが，現在でほ，そのほとんど

がはがれてしまって，木彫のそのままになってお

り，すでに，仏像としての役目を全く終って，私達
を楽します為だ桝こ立っている様に思われます。
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（35）唐招提寺講堂仏頭

講堂にある破損仏を大きく分けますと，四つの種

敷こなります。第一に，「造仏の手法がよく説明さ

れているもの」。第二に，「平安初期に盛んに行なわ

メ1た，一本の木から造る方法が，この天平期にすで

をこ行なわれている点」。第三に，「特に唐招提寺様式

といわれる，独特の天平時代木彫のお手本を示した

もの」。第四に，「破損していながら，その実しさの

ために有名なもの」。以上です。このスライドにあ

る仏頭は，第一番目の，「仏像を造るための手法が

よく説明されている」に当るものです。この首だけ

残った破損仏を見ると，次の事が分ります。つまり，

木彫の上に布を張り，その上に胡粉などの塗料を塗

り，その上に漆を塗っていった過程が明らかです。

このような像を木芯乾漆像といいますが，これ程ま

で破損されているにも拘らず，第四番目の，「その実

しさのために有名である点」にも該当しています。

この像ほ，菩薩像であるのは分っていますが，何菩

薩であるか分りません。その他，有名なものとして

ほ，衆宝玉菩薩立像や，多宝如来坐像などがありま

すが，これらから見ても，その昔，この寺が如何に

多くの仏像を祭っていたかをしのばせます。

（36）唐招提寺舎利殿

金堂と講堂のすく、、東に舎利

殿があります。舎利とほ仏の

骨のことで，それを祭る場所

を舎利殿といいます。三重塔

や五重塔も，仏の舎利，つま

り仏舎利を祭る塔ですから，

一種の舎利殿といえるわけで
す。この建物は鎌倉時代に建

てられたもので，二階建にで

きています。二階建の建築物

ほ，唐招提寺の中にこの舎利

殿があるだけで，鑑真和上が

中国から持って釆た仏舎利

を，三千粒も奉安した由緒の

あるものです。しかし今日で

ほ，毎年5月19日に行なわれ

る「団扇撒き会式」によって，有名な建物になっています。鎌倉時代に，覚盛上人が蚊にさされ

ても，追いほらわずに行をつんだのを見て，上人の教を受けた法華寺の尼さんが，上人の死後，

霊前にそなえた「団扇」を，後，寺で民間の人々に与えたのが，このお祭りの始まりになりまし

た。5月19日になると，二階のベランダ夙の所から，古式ゆかしい可憐な「団扇」を参拝人に撒

いて与えます。この日には，遠く地方の人々さえも，どっとこの寺に押し寄せて釆ます。この建

物ほ現在では，舎利殿というより鼓楼と呼ばれて親しまれていますが，面白い事に建物を良く見
ますと，基礎の石積みがなく，地上に直接立っています。
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（37）唐招提寺札堂

この建物ほ，今の舎利殿の

東に南北に横たわる東窒の南

端の一部です。建物が細長い

ので，普通長いお堂，つまり

長堂と呼ばれており，鎌倉時

代に建てらカlた僧房です。こ

れほこの寺が青から全寮制の

学問寺であった事を示す名残

りで，かって多くの僧侶たち

が戒律きびしく生活した所と

いえます。しかし，西歴1200

年代に解脱上人が，この建物

の南半分を改造して，舎利殿

を礼拝するための礼堂にしま

したので，一つの建物でありながら，北半分が僧房で，南半分が礼堂という，面白い形になって

しまいました。このスライドの礼堂の正面厨子にほ，清涼寺式釈迦如来像が安置されていますが，

平素は秘仏として拝観できません。清涼寺式釈迦如来像とほ，京都嵯峨にある清涼寺の本尊と同

じ形式の釈迦如来像を指しますが，この釈迦像ほ，東大寺の僧侶粛然が永延元年，西歴987年に

中国から運んで清涼寺に祭ったもので，異国的な作風から評判になり，各地でこれを模刻しまし

た。お正月にほこの釈迦像の前で，餅談義という愉快な儀式が行なわれますが，これほ全国各地

にある有名な「餅」の名を読み上げるものです。

（38）唐招提寺宝蔵

僧房と礼堂のある今の細長

い建物の，さらに東にほ二つ

の校倉があります。校倉とい

えば，先づ頭に浮ぶのが正倉

院の校倉造りのことですが，

三角形の長柱を横につみ上げ

て造った建物の事をいいま

す。このスライドにある校倉

は，宝蔵といって唐招提寺に

昔から伝わる大切な品々が収

蔵されており，右端に屋根だ

け見える方の校倉ほ経蔵とい

って，多くのお経が収められ

ています。小動物の被害を防

く小た捌こ床を高くした点や，湿気を防く小ための校倉式の建て方のうちに，当時の人々の科学性を

知る事ができます。殊に最近，建物の根本的な修理を終りましたが，その構造ほ正倉院の宝庫よ

りも，もっと古い事が分りました。唐招提寺の創建ほ，正倉院の成立以後のことですから，寺の

でき上る前にあった，新田部親王の邸宅の中にあった古い建物であろうといわれています。金堂

と講堂の巨大な姿に圧倒されて，ほじめの間ほほかの建物に目が移りませんが，時間が経つにし

たがって，この校倉の様に目立たない場所に，それぞれ勝れた遺構を見つけますが，そうなると

今度ほ，次にそれら同様の建物が目の前に現われてくるというような寺が，この唐招提寺です。
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（39）唐招提寺鐘棲

次に，目を金堂，講堂の東に向けますと，木陰に

閉まれた部分に小じんまりした鐘楼を発見します。

荒けずりのこの鐘楼ほ，創建当時のものでほありま

せんが，掛っている梵鐘ほ平安時代に製作されたも

のです。面白いことにこの鐘ほ，後世に害いた銘が

彫り込まれていますが，その中に，「平城京左京五

条」という文字があります。しかし，この地が「右

京五条」である所から，当時の人々の，ほほえまし

い思い違いである事が明らかです。緑色の緑青にお

おわれたこの鐘を見上げていると，色々の変遷を経

た今日まで，よくぞこのような立派な文化遺産が残

っていたかと，不思議に思う程です。自分の身を考
える事もなく，異国に死んだ一人の僧侶の力が，

1200年も経った今日迄生き続けている例ほ，それ程

多くほありません。この鐘楼のあたりほ人もあまり

来ることもなく，このような想いにふけるにほ丁度

良い場所ともいえます。又，此処から眺めた金堂・

講堂の眺めも素略しいものです。右に金堂，左に講

堂の大きな屋根をあおぎ，中央に舎利殿を見 その

うしろに細長い僧房・礼堂を見るわけです。そし

て，この鐘楼のうら側の通りをへだてた所に，戒壇

跡があります。

（40）唐招提寺戒壇跡

唐招提寺を訪jlた人で，こ

の森に閉まれた戒壇に気づく

人は案多少ないようです。鑑

真和上が東大寺の大仏殿前に

戒壇を築いて，聖武天皇以下

に受戒を授けた事は前にのべ

ましたが，間もなく東大寺内

に戒壇院ができて，そこへ行

くようになりますが，後，唐

招提寺を創建してからも，寺

の中に戒壇を築いたのです。

このスライドほ，靡のすき間

から眺めた戒壇跡で，勿論，

昔ほこの上に立派な建物が乗

っていたのです。嘉永元年，西歴1848年，建物が焼けてしまって以来，この石の高い壇だけが厳
戒に残されて釆ました。いつもこのように扉を閉めて人を寄せつけていませんが，この高い石造

りの段から考えて，さすが律宗の大本山だけあって，戒律に大いに力を入れているかを示してい

ます。この石の段上に昇って，背から実に多くの僧侶が受戒を授かったかを想うとき，身の引き

しまる感に打たれます。今や全く荒れ果てたこの戒壇跡を見廻しますと，地面ほ石畳を敷いた道

を除いて雑草に覆われ，急な石の段の間にも草がおいしげっていますし，段上は，跡形もなく唯，

石が平らに敷きつめてあるばかりです。
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（41）唐招提寺東塔跡

唐招提寺の東南の隅に鎮守

の森がありますが，そのすぐ

そばに，松の木に囲まれた平

凡な小高い場所があります。

その松の木の中に足を踏み入

れますと，昔，此処に塔のあ

った跡が歴然と残っていま
す。寺の古い記録にも，弘仁

元年，西歴810年に東塔を建

てたとありますが，近世にな

っていつの間にか，この塔も
亡びてしまいました。又，こ

の東塔に対して，西塔もあっ

たかも知れませんが，その証

拠はありません。おとなりの薬師寺にも，東塔と西塔があり，現在東塔だけ残っていますが，唐

招提寺もせめて，東塔だけでも無事であったなら，今日の西の京の風景を，一層華々しいものに

しただろうと想像されます。現在，此処は唐招提寺の囲いの外にあるので，この東塔跡の松林の

まわりは，単なる畑になっていますし，又，附近に観光／ミスの停車場もあって，白い木の看板が

立っていなければ，誰でも見すごしてしまう場所です。そのほか，この寺にある建物の主なもの

をのべますと，戒学院・地蔵堂・宝庫・本坊などが点在しています。これから鑑真和上に関係す

る多くの建物を，一つづっ紹介して行きたいと思います。

（42）唐招提寺開山堂

細長い僧房・礼堂の建物と講堂の間を北に向って

進むと，小高い丘の上に開山堂があります。この建

物ほそれ程古いものでほありませんが，有名な鑑真

和上の肖像彫刻像を，以前収めていたという事で，

非常に名高い建物です。鑑真和上は，この寺をほじ

めた開山であり，同時にこの寺の精神でもありま

す。開山堂にまつってあった和上の肖像彫刻像に対

して，寺の人々が実際に生きている人に対するよう

に，仕えたのは当然といえましょう。ですから，こ

の開山堂が寺の内外の人々にとって，特別愛着の目

をもって見られたことも，おのづから理解できま

す。急な階段を昇って，開山堂の前に行くことほ’で

きますが，せまい庭に囲まれたこの堂ほ，しっかり

と閉ざされていて，それ以上入ることはゆるされま

せん。かってほ，この中にある和上の肖像彫刻像を，

彼が亡くなった5月6日，新暦の6月6日だけ一般

に開帳し，これを拝観させました。1年に1度のこ

の日を開山忌といって，当日ほ大勢の人々が寺に集

まります。開山堂は江戸時代に建てられたものなの

で，天平時代の金堂・講堂とは全然，雰囲気のちが

う建物といえます。もと，ここに安置されていた鑑

真和上の肖像彫刻像は，最近完成された御影堂に移

されました。
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（43）唐細線尊開山堂芭蕉句碑

開山堂の急な石段を昇る手前，左側の草むらの中

に石で造られた2m程の碑が立っています。江戸を

出発して，大和の地，唐招提寺に至った俳人松尾芭

蕉ほ，幸運にもこの開山堂で鑑真和上の肖像彫刻像

を拝観することができました。そして，その時，よ

んだのがこの石に刻まれた句なのです。この句碑を

良く眺めて見ると，次のように書かれているのが分

ります。つまり，「若菜して，御日の雫，拭ほぼや」

とあります。しづかに目を閉じて坐している和上の

肖像に接し，あの長い十数年の苦労の末，めくらに

なって日本にたどりついた和上の御目に「なみだ」

を感じた芭蕉ほ，色あぎやかな5月の若葉を手に取

って，かるく和上のなみだのしづくをぬく、、って上げ

ようと考えたのでしょう。芭蕉の心にある豊かな芸

術性は，この肖像彫刻を見て，このように勝れた直

感を17文字に結晶させたのです。和上の肖像に対し

て，芭蕉以来，彼を上まわる表現をした芸術家ほほ

かに風当りません。ですから，開山堂の入口に，こ

の句碑が立っているのほ，これ程適切なことはない

と思います。でほ，和上の肖像が現在安置されてあ

る，御影堂に歩を進めましょう。

開山堂の北側，唐招提寺の

一番北の高台に，最近このス

ライドにあ為ような立派な建

物が建てられました。この場

面ほ門と入口の部分ですが，

全体ほもっと大きなもので

す。これほ，南都興福寺旧血・

来院門跡の宗殿をそのまま精

密に復元移築した古建築で，

平安時代の貴族の邸宅と，そ

の生活様式をうかがうことの

できる絶好の資料として，貴

重なものです。今でほ鑑真和

上の肖像彫刻を安置する御影

（舶）唐招捜寺機影堂

堂として，僧侶たちほ，和上がこの建物に生きておられる如く，お仕えしています。そして，前

にめべた通り，6月6〔】の開山忌当日には，鑑真和上像の拝観がゆるされ 盛大な儀式が行なわ

れます。又，毎年，仲秋名月の夜にほ，この御影登の庭に月見の宴を張り，金堂にある多くq）仏

像の前には，灯が捧げられます。この日にも多くの人々が集まり，月を眺めながら，和上の人徳

をしのびます。深い木々に閉まれた御影堂のまわりは，人っ子一人二ねりませんが，この中に安置

された和上の像ほ，このように多くの人々の心をつかんでいます。和上の像ほ現在，大きな厨子

の中に大如こ安置されています。では，その像を拝観することにしましょう。
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（卑5）唐招提寺御影堂鑑真像

このスライドが鑑真和上の肖像彫刻像です。天平

宝宇7年，西歴763年，唐招提寺で76才になった和

上は，春頃から体の工合が悪くなりました。弟子の

忍基という僧はある夜，寺の講堂の棟が折れた夢を

見ました。仏殿の棟が折れる夢ほ，古くから名僧の

死の前徴とされていましたので，忍基は和上の死が

近い事を知り，多くの弟子を率いて，和上の肖像彫

刻を造ったといわれています。この彫刻像に接しま

すと，あらためて彼が人徳の高い名僧である事が分

ります。大きさほ大体実物大に造ら涼lたらしく，高

さほやっと1mに達する乾漆の坐像です。日本にほ

昔から，絵画・彫刻を通じて，肖像ほ必らずしも少

なくほありませんが，本当に実物を写生したと確証

のある作品ほ稀で，その像が実物に似ているかどう

かも疑がわしい作品さえ多くあります。しかし，こ

の像ほ，実物から写された，日本に残る最古の，し

かも最優秀の肖像彫刻として，美術史上ほ勿論のこ

と，W・般史学の上にも，その影響する所が多いと言

わねばなりません。結伽呈咲坐というこのよ うな形

で，両眼を閉じたまま，じっと坐している深い静か

な面影に接して，私達の心ほ和上に対する深い敬愛

の念に動かされると共に，勝れた芸術作品に接した

時の，心持よい感動に胸を打たれます。

（46）唐招提寺御影堂鑑真像部分

鑑真和上の顔の部分を大写しにしたのがこのスラ

イドです。目を近づけますと，色々の事が分ります。

知識力豊かな頭骨の形，意志の強さを示す顎から耳

にかけての線，そして通った鼻すじと，堅く閉じた

くちびるがあります。又，静かに合わせた瞼にほ，

ほのかなほほえみさえ感じ取れます。苦難に過した

12年の才月を体の奥底に秘めたこの彫刻ほ，まるで

生物のように1200年の年月を経て今日迄も存在し続

けました。布を張り，漆を塗り，又布を張り漆を塗

って造ったこの作品を，長い年月のためか，顔も休
もうす黒くすすけてしまい，殊に，ほほの部分に至

ってほ，表面の塗料がはげ落ちて，所々に白っぽい
点々がついているように見えますが，秘仏として大

切に保管し，1年に1度しか一般に公開しなかった

せいか，製作当時のままの姿で，私達が接する事が

できるのです。

前にものべた通り，松尾芭蕉がこの肖像彫刻を見

てよんだ「若葉して御目の雫拭ほぼや」という気持

が，ほっきり分ってくるように感じられます。長年

の苦痛を耐えしのんだ閉じた目から，まるで清い涙

が流れてくるように実感したのほ，芭蕉に限らず，

私達にもそのように感じ取れます。しかし，芭蕉の

偉大さほ，その涙を若菜でぬく小って差し上げたいと

考えた所にありましょう。
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（耶）唐招提寺鑑真廟への道

天平宝字7年，西歴763年

5月6日，鑑真和上ほ，肖像

彫刻と同じ形の結伽j吠坐の形

で，西の方向，つまり母国に

向ったまま，その波乱の多か

った76年の生涯を閉じまし
た。和上ほ生前弟子に向って，

「自分が死ぬときほ，どうか

坐って死にたいものだ。お前

ほわしのた捌こ，戒壇院の中

に別に影堂を建てなさい。わ

しが住んでいた建物ほ僧達に

与えて住まわせるがよい」と

いいました。その言葉の通

り，和上は坐ったまま息を引

取り，御影堂が建ち，和上の

住んでいた建物にほ僧達が住んでいます。そして，和上の死体は，死んで三日経っても，まだ体温

が感じられたそうですし，火葬に附した際，香ばしいかおりが全山に満ちあふれたといわれてい

ます。唐招提寺の東北の偶に，和w＿との廟，つまりお墓があります。このお墓に至る門が，このス

ライドで，この道のつき当りに石のお墓があります。奈良時代でほ，名僧の墓がお寺の中にある

例ほあまりなく，竹林寺にある行基のお墓ぐ、らいなものです。しかし，「今昔物語」の中に，こ

の唐招提寺の中に墓のある事が説いてありますので，この塞が鑑真和上のものであることほ，大

体たしかな事とされています。でほ，墓に近づいて行きましょう。

（冬8）唐招提寺鑑真廟

門をくく小って其すく・、な道を進むと，細長い小さな

池があります。池に掛った橋を渡ると小高い丘があ

り，ほんの10段ばかりの石段を昇ると，この石のお墓

に至りサます。石を積み上げた墓の下に，鑑真和上は

静かにねむっています。大体，唐招提寺は，興福寺，

東大寺などとちがって，執勺どこへ行っても静かな

寺ですが，ここほ又格別で，まるで別世界に居るよ

うな静けさで，つま先を立てて，静かに歩きたくな

るような森の中です。仏教文化が華やかだったあの

時代に，多くの高僧，名僧がその名を歴史に残しま

したが，死後1200年間，線香の煙が絶えないお墓

は，此処にある鑑真和上のお墓だけだといっても云

い過ぎでほありません。木の聞から落ちるやわらか

い日差しに，ぼっかりと浮び出た白い墓石を，じっ

と眺めているだけで，私達の心ほ遠い天平の時代に

さかのぼってしまいます。そして，唐招提寺へ釆た

からには，最後に，どうしても此処だ桝£お詣りし

なければならない場所だという結論に至ります。

又，今やって釆た細い道を戻り，墓の門をく く、、っ

て，はじ捌こ見た金堂・講堂の大建築に接しますと

，ここにも，和上の墓のように，鑑真が君臨してい
るのだという感を深くします。
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（冬9）唐招提寺帰り道

ふたたび，金堂・講堂をあおぎ見ながら，又，も

と釆た南大門をくく小り，名残りおし気に唐招提寺の

外に出ました。このスライドにあるつき当りの門

ほ，西脇門といって，唐招提寺の西南の端にある小

さな門です。次第に遠ぎかって行く，この西脇門を

ふり返り，ふり返りしながら進んで行くと，この道

の左右にほ，ほげ落ちた白壁のある古い家がたくさ

ん列んでいるのが分ります。屋根の上に鶴や亀の形

の瓦を乗せた家や，くずれ落ちた土壁の上の瓦屋根

を眺めて行くと，長い道もあきる事がありません。

この道をまっすぐ進削ぎ，薬師寺の北の入口に至り

ますし，薬師寺に入る道を右に折謹lると，近畿日本
鉄道橿原線の西の京駅につき当ります。この鉄道の

西の京駅から西大寺駅にかけてほ，舌代の遺跡が立

列んでいます。西の京駅には，今迄にのべた薬師寺

と唐招提寺があり，尼が辻駅にほ興福院や斉音寺な

どの寺と，巨大な垂仁天皇の陵と，安康天皇の陵が

ありますし，西大寺駅にほ，西大寺，法華寺，秋篠

寺などがあります。唐招提寺のすく、、東を流れる秋篠

川は，平城京q）時代，右京を北から南に流れていた

有名な川で，薬師寺，唐招提寺を創建するに当って

も，この川がその基準線になっていましたが，今ほ

すっかりわびしい姿になり果てています。このは

か，万葉集にも歌われた勝間田池など，自然のあり

さまも，文化財と同じように，現在まで伝えられて
いるのが，今日の西の京附近です。

（即）タイトル「唐招提寺 終」（金堂）

これで唐招提寺のスライドを終ります。天平の名

刹唐招提寺が，荘大に，しかも静かに1200年の才月

を経てきた，その根元ともいえる高僧鑑真和上の生

注は，日本と中国を結ぶ，固い絆として，今日もな

お生き続けている点を，皆さんに忘れてもらいたく

ありません。奈良に放する際には，ぜひこのお寺に

足を運び，鑑真和上の生涯に思いをほせて下さい。
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